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平
成　

年
度
の
那
須
烏
山
市
一
般
会
計
、7
つ
の
特

29

別
会
計
、企
業
会
計
の
予
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、歳
入
に
お
い
て
は
、自
主
財
源

が
全
体
の　
・
2
％
と
引
き
続
き
低
率
で
あ
り
、地
方
交

34

付
税
、臨
時
財
政
対
策
債
、国
県
補
助
金
な
ど
の
依
存
財

源
に
偏
っ
た
形
と
な
っ
て
お
り
、財
源
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

一
方
で
、歳
出
に
つ
い
て
は
、合
併
特
例
債
発
行
額
に

よ
る
市
債
償
還
金
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
扶
助

費
、医
療
費
の
増
加
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
、介
護
保
険

な
ど
へ
の
繰
出
金
な
ど
、今
後
の
将
来
負
担
を
含
め
、一

層
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
、財
政
健
全
化
へ
の

取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、平
成　

年
度
は
、「
市
総
合
計
画

29

後
期
基
本
計
画
」の
総
仕
上
げ
の
年
と
し
て
、さ
ら
に
は
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
果
た
し
た「
烏
山
の

山
あ
げ
行
事
」や「
J
R
烏
山
線
」と
い
っ
た
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」を
、よ
り
一
層
骨
太
な
戦
略
へ
と
確
立
す
る
た
め
、

地
方
創
生
関
連
各
種
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
選
択
と

29

集
中
」の
基
本
的
考
え
方
の
下
、「
中
長
期
財
政
計
画
」

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」に
基
づ
き
な
が
ら
、予

算
規
模
の
適
正
化
を
進
め
、「
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組

み
と
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
両
立
に
最
大
限
配
慮
し
た

予
算
編
成
」と
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、年
度
初
め
に
あ
た
り
、こ
れ
か
ら
1
年
間
、

市
で
は
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
み
、予
算
は
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集平成　

年
度
の
主
な
事
業
と
予
算

29

健全化と地方創生総合戦略の
に配慮したまちづくりを
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財政
両立

力
向
上
支
援
事
業
」や
園
芸
作
物
を
振
興
す
る
た

め「
園
芸
振
興
事
業
」を
新
た
に
開
始
し
ま
す
。

■
快
適
・
便
利
な
ま
ち
戦
略

　
「
防
災
行
政
情
報
通
信
管
理
事
業
」と
し
て
、災

害
時
の
情
報
発
信
手
段
で
あ
る
、防
災
行
政
無
線
、

防
災
メ
ー
ル
、と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
、防

災
ラ
ジ
オ
を
引
き
続
き
運
用
し
、的
確
に
伝
達
で

き
る
よ
う
な
体
制
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、自
主

防
災
組
織
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め「
災
害
対

策
事
業
」と
し
て
支
援
や
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、循
環
交
通
網
整
備
の
た
め「
デ
マ
ン
ド
交
通

運
行
管
理
事
業
」を
継
続
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、「
土

曜
日
運
行
代
替
措
置
実
証
実
験
」を
行
い
、市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
新
規
事
業
と
し

て
は
、「
商
店
会
に
ぎ
わ
い
支
援
事
業
」を
開
始
し
、

商
店
会
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
経
費

に
対
し
て
助
成
し
、交
流
人
口
増
加
策
と
連
動
し

た
市
街
地
の
活
性
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
健
康
・
子
育
て
の
ま
ち
戦
略

　

市
民
の
健
康
を
支
援
す
る
た
め
の
新
規
事
業
と

し
て
、生
活
習
慣
病
に
か
か
る
医
療
費
を
、地
域
資

源
を
有
効
に
活
用
し
た
予
防
・
健
康
管
理
に
シ
フ

ト
さ
せ
る「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」や
、市
民

の
健
康
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め

「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」を
開
始
し
ま
す
。ま
た
、

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
に
対

し
、一
部
助
成
を
行
う
こ
と
で
、医
療
費
の
抑
制
と

子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
は
、子
育
て
の

充
実
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」を
開
始
し
ま
す
。こ
の
事

業
は
、国
が
平
成　

年
度
ま
で
に
全
国
展
開
を
す

32

　

4
つ
の
重
点
戦
略
の
中
か
ら
、今
年
度
、継
続
や

新
た
に
取
り
組
む
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

■
定
住
を
促
す
ま
ち
戦
略

　
「
企
業
誘
致
事
業
」、「
定
住
住
ま
い
づ
く
り
事

業
」、「
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
事
業
」、「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
」を
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
の
新
規
事
業
と

し
て
、「
J
R
烏
山
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
」と「
地
域
の
学
校
を
核
と
し
た
地
方
創
生
事

業
」を「
七
福
神
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
称
し
て
取
り

組
み
を
開
始
し
ま
す
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、高

根
沢
町
と
連
携
し
設
立
し
た「
J
R
烏
山
線
沿
線

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」に
よ
る
事
業
を
本
格

化
し
、市
の
重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る「
J
R
烏
山

線
」や「
烏
山
高
校
」に
加
え
、「
高
根
沢
高
校
」や

「
民
間
企
業
」と
の
連
携
を
広
域
的
に
広
げ
、官
民

を
挙
げ
た
交
流
人
口
増
加
に
向
け
て
各
種
施
策
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」が
ユ
ネ

29

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
直
後
の
山
あ

げ
祭
開
催
や
、平
成　

年
度
に
本
番
を
迎
え
る
デ

30

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
プ
レ
実
施
と
も

重
な
る
年
と
な
る
た
め
、「
観
光
振
興
事
業
」、「
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
活
用
推
進
事
業
」に
取
り
組
み
、

外
国
人
を
含
め
た
観
光
客
の
誘
客
や
お
も
て
な
し

な
ど
、観
光
P
R
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、本

市
の
特
産
品「
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
」の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
と
新
規
就
農
者
へ
の
市
独
自
の
支
援
策
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。ま
た
、「
八
溝
そ
ば
」の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
を
推
進
す
る
た
め「
八
溝
そ
ば
ブ
ラ
ン
ド

4
つ
の
重
点
戦
略
の
紹
介

平成29年度の重点事業（〇は新規事業）
■居心地のよい安全なまちづくり
・デマンド交通運行管理   佔佔4,221万円
・若者世帯に対する民間賃貸住宅家賃の助成

500万円
・定住促進住まいづくり奨励金

1,800万8千円
・消防ポンプ自動車整備等  3,018万1千円
〇立地適正化計画策定経費   佔佔378万円
■安心して暮らせる思いやりのまちづくり
・那須南病院における病児保育事業　

916万4千円
〇子育て世代包括支援センター事業総務費

302万9千円
〇こどものインフルエンザ予防接種補助金

306万円
■人と文化を育むふれあいのまちづくり
・ジオパーク構想推進事業  1,834万6千円
・ユネスコ無形文化遺産保存事業

750万6千円
・なすから英語塾運営経費  1,238万2千円
・武道館外構整備   佔佔佔佔 6,000万円

■活力あるにぎわいのまちづくり
〇JR烏山線沿線まちづくり推進事業   

500万円
〇地域の学校を核とした地域創生事業

55万円
・中山かぼちゃブランド力向上支援事業

100万円
〇八溝そばブランド力向上支援事業

50万円
〇園芸用パイプハウス等施設に対す
る助成   佔佔佔佔佔 97万2千円

・プレミアム付商品券発行支援事業
1,500万円

・ユネスコ無形文化遺産活用推進事業
410万円　　　

■市民とともにあゆむ行政経営
・まちづくり団体支援事業　  672万7千円
〇地域おこし協力隊活動経費  1,135万7千円
■無駄のない自律的な行政経営
・総合計画策定支援経費   佔644万8千円
・ふるさと応援寄附金返礼品取りまとめ業
務委託経費   佔佔佔佔佔 369万7千円
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主
な
も
の
と
し
て
、市
税
は
、前
年
度
予
算
に
対

し
、3
・
7
％
増
の　

億
5
5
8
7
万
円
を
計
上
し

30

ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、市
民
税
は
、個
人
・
法
人
市

民
税
と
も
に
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
程
度
を
見
込
み
、

固
定
資
産
税
は
、償
却
資
産
の
伸
び
か
ら
前
年
度

比
5
・
7
％
を
見
込
み
ま
し
た
。ま
た
、地
方
消
費

税
交
付
金
は
、社
会
保
障
の
財
源
確
保
の
た
め
、8

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、前
年
度

予
算
同
額
の
4
億
5
0
0
0
万
円
と
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、地
方
財
政
計
画
及
び
合
併
算
定

替
の
縮
減
を
勘
案
し
、前
年
度
予
算
同
額
の
約　
44

億
円
を
計
上
。な
お
、普
通
交
付
税
は
、前
年
度
確

定
額
の
約　

億
1
4
0
0
万
円
に
対
し
て
、　

億

41

39

円
を
見
込
み
ま
し
た
。国
庫
支
出
金
は
、認
定
子
ど

も
園
施
設
増
に
伴
う
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

育
給
付
費
負
担
金
や
地
方
創
生
推
進
交
付
金
増
額

に
よ
り
前
年
度
予
算
に
対
し
、6
・
0
％
増
の　

億
10

2
2
8
1
万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、市
債

は
、道
路
整
備
事
業
の
合
併
特
例
債
、辺
地
道
路
整

備
事
業
の
辺
地
対
策
事
業
債
な
ど
を
計
上
。武
道

る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
、妊
娠
中
か
ら
出
産
、

子
育
て
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
那
須
南
病
院
に
お
け
る
病
時
保
育
事
業
」

も
新
た
に
開
始
し
ま
す
。こ
れ
は
、保
護
者
の
勤
務

の
都
合
や
病
気
に
よ
り
、家
庭
保
育
が
困
難
な
場

合
で
も
、身
近
な
病
院
で
専
門
の
看
護
師
や
保
育

士
に
看
護
や
保
育
を
委
託
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

■
教
育
・
文
化
の
ま
ち
戦
略

　

特
色
あ
る
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、引
き
続
き
、

「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」と
し
て
、市

内
全
小
・
中
学
校
に
外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
し
、

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。ま
た
、新
た
に「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
セ
ミ

ナ
ー
事
業
」を
創
設
し
、小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
、

生
き
た
英
語
に
よ
る
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
た

め
、イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
い
て
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
事
業
」を
、「
七
福
神
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

1
事
業
と
し
て
拡
充
し
、こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た「
な
す
か
ら
英
語
塾
」の
外
国
語
指
導
員
を
増
員

し
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
外
国
人
誘
客
）の
観
点
か
ら
観

光
ガ
イ
ド
養
成
を
進
め
ま
す
。

　

芸
術
・
文
化
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、「
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
保
存
事
業
」と
し
て
、「
烏
山

の
山
あ
げ
行
事
」ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

を
記
念
し
、山
あ
げ
行
事
企
画
展
を
開
催
す
る
ほ

か
、烏
山
山
あ
げ
保
存
会
や
山
あ
げ
道
具
類
保
存

修
理
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
す「
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
推
進
事
業
費
」に
つ
い
て
、平
成　

年
30

度
に
築
城
6
0
0
年
を
迎
え
る「
烏
山
城
跡
」を
重

要
な
ジ
オ
サ
イ
ト
と
位
置
づ
け
し
、文
化
財
保
護

一
般
会
計
歳
入
予
算

　

一
般
会
計
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」に
沿
っ
た
各
種
施
策
に
取
り
組
む
一
方
で
、

武
道
館
本
体
建
物
の
工
事
終
了
や
南
那
須
中
学
校

体
育
館
改
修
工
事
終
了
、道
路
整
備
事
業
費
の
減

額
な
ど
に
よ
り
、総
額
は
前
年
度
予
算
に
対
し
、4

億
3
9
0
0
万
円
、3
・
8
%
減
の
1
1
0
億
4
5

0
0
万
円
で
2
年
連
続
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算

1
1
0
億
4
5
0
0
万
円

と
交
流
人
口
増
加
の
観
点
か
ら
整
備
を
進
め
ま
す
。

1.3%

4.4%6.3%

9.3%

39.8% 0.8%0.8%

2.3%2.3%

4.1%

2.2%
2.0%

27.7%

1.1%1.1%

一般会計
29年度  110億4,500万円
前年度  114億8,400万円
差　引　▲4億3,900万円

0.1%
1.3%1.3%

13.0%

5.3%

11.6%

5.7%

0.8%

2.3%

4.4%
12.4%

31.6%

11.3%

3.3%

1.1%
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館
本
体
建
物
の
終
了
や
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額

に
よ
り
、前
年
度
予
算
に
対
し
、　
・
7
％
減
の
4

45

億
8
7
9
0
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
前
年
度
と
比
べ
る
と
、国
民
健
康

保
険
の
事
業
勘
定
を
2
・
8
％
増
の　

億
6
6
1

41

1
万
8
千
円
、施
設
勘
定
が
0
・
5
％
減
の
7
3
5

2
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、熊
田
診
療

所
を
3
・
3
％
増
の
5
1
7
4
万
3
千
円
、後
期
高

齢
者
医
療
を
3
・
2
％
減
の
3
億
1
6
8
1
万
3

千
円
、介
護
保
険
が
0
・
1
％
減
の　

億
5
0
2
0

25

万
円
、農
業
集
落
排
水
事
業
を
3
・
2
％
減
の
5
7

1
0
万
円
、下
水
道
事
業
を　
・
2
％
増
の
4
億
1

15

0
5
0
万
円
、簡
易
水
道
事
業
を
9
・
8
％
増
の
1

億
4
0
7
万
4
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、前
年
度
と
比
べ
て
、

収
益
的
収
入
を
1
・
0
％
減
の
5
億
5
9
9
7
万

6
千
円
、収
益
的
支
出
を
4
・
2
％
減
の
4
億
9
6

5
2
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。ま
た
、投
資
的
経
費

で
あ
る
資
本
的
収
入
は
6
・
7
％
減
の
4
1
8
4

万
2
千
円
、資
本
的
支
出
を
6
・
5
％
減
の
2
億
7

9
4
7
万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
総
合
政
策
課
緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

特
別
会
計
・
企
業
会
計

　

目
的
別
で
主
な
も
の
を
み
る
と
、総
務
費
は
、地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費
や
J
R
烏
山
線
沿
線
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、0
・

2
％
増
の　

億
4
3
4
4
万
1
千
円
を
計
上
し
ま

12

し
た
。民
生
費
は
、国
民
健
康
保
険
繰
出
金
の
減
額

は
あ
る
も
の
の
、に
こ
に
こ
保
育
園
施
設
整
備
費

や
市
立
保
育
施
設
運
営
委
託
事
業
費
の
増
に
よ
り
、

0
・
2
％
増
の　

億
9
2
8
5
万
8
千
円
。衛
生
費

34

一
般
会
計
歳
出
予
算

は
、 塵  
芥 
収
集
処
理
費
に
お
け
る
広
域
行
政
事
務

じ
ん 
か
い

組
合
負
担
金
な
ど
の
減
に
よ
り
1
・
9
％
減
の　
13

億
7
0
4
1
万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。土
木
費
は
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
は
あ
る
も
の

の
、道
路
整
備
費
な
ど
の
減
に
よ
り
、2
・
7
％
減

の
6
億
2
6
2
1
万
7
千
円
。教
育
費
は
、武
道
館

施
設
整
備
費
や
南
那
須
中
学
校
施
設
整
備
費
、国

体
開
催
整
備
事
業
な
ど
の
減
に
よ
り
、　
・
5
％
減

19

の　

億
8
1
1
1
万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。

12

○人口27,600人○世帯数10,622戸
　（平成29年1月1日現在の住民基本台帳人口）市民１人・１世帯あたりに使われる予算

議会費 1億4,455万円一般会計 110億4,500万円 総務費 12億4,344万1千円

議会運営のために

衛生費 13億7,041万1千円

健康診断・予防接種、ごみ
の回収処理のために

民生費 34億9,285万8千円

市民の福祉のために

5,237円／人　
13,609円／世帯

45,052円／人　
117,063円／世帯

49,653円／人　
129,016円／世帯

126,553円／人　
328,832円／世帯

400,181円
1,039,823円

／人
／世帯

市のさま
ざまな総合運営のために

商工費 4億8,091万1千円

商工業の育成・
観光事業の推進のために

消防費 5億8,644万2千円農林水産業費 3億6,675万7千円

農業振興、
農地保全のために

教育費 12億8,111万円7千円

義務教育・生涯学習の推
進・スポーツ振興のために

土木費 6億2,621万7千円

市道整備・公園・
下水道整備などのために

17,424円／人　
45,275円／世帯

13,288円／人　
34,528円／世帯

46,417円／人　
120,610円／世帯

22,689円／人　
58,955円／世帯

消防活動のために

21,248円／人　
55,210円／世帯

公債費 14億3,877万円 その他 1,352万6千円

市の借入金の返済のために
労働費
（臨時雇用）・予備費など

52,129円／人　
135,452円／世帯

490円／人　
1,273円／世帯

■国民健康保険（事業勘定）
41億6,611万8千円29年度
40億5,130万5千円前年度

■国民健康保険（診療施設勘定）
7,352万3千円29年度
7,388万8千円前年度

■熊田診療所 
5,174万3千円29年度
5,007万3千円前年度

■後期高齢者医療 
3億1,681万3千円29年度
3億2,740万3千円前年度

■介護保険 
25億5,020万円29年度
25億5,200万円前年度

■農業集落排水事業 
5,710万円29年度
5,900万円前年度

■下水道事業 
4億1,050万円29年度
3億5,640万円前年度

特別会計
■簡易水道事業 

1億407万4千円29年度
9,476万円前年度

■水道事業 
□収益的収入 

5億5,997万6千円29年度
5億6,583万3千円前年度

□収益的支出 
4億9,652万3千円29年度
5億1,835万5千円前年度

□資本的収入 
4,184万2千円29年度
4,485万2千円前年度

□資本的支出 
2億7,947万8千円29年度
2億9,902万2千円前年度

企業会計
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平
成　

年
度
の
一
般
会
計
と
7
つ
の
特
別
会
計

29

及
び
企
業
会
計
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
2
～
5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成

年
度
当
初
予
算

29

新
た
な
年
度
の
幕
開
け
を
前
に

新
旧
年
度
予
算
を
審
議
・
可
決

　

平
成　

年
第
1
回
市
議
会
3
月
定
例
会
が
2
月　

日
昇
か
ら
3
月　

日
昭
ま
で

29

28

16

の　

日
間
で
開
か
れ
、平
成　

年
度
当
初
予
算
、　

年
度
補
正
予
算
、条
例
の
制
定

17

29

28

及
び
一
部
改
正
案
な
ど　

議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

41

　

詳
し
く
は
、議
会
事
務
局
緯
0
2
8
7－

　

－

7
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

88

く
だ
さ
い
。

第　 回 市 議 会1
　

平
成　

年
度
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ

28

れ
4
7
7
0
万
円
増
の
補
正
後
の
予
算
総
額
を
1

2
1
億
7
4
2
6
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定

を
2
4
3
0
万
7
千
円
減
の　

億
1
4
3
4
万
6

42

千
円
。施
設
勘
定
は
、　

万
4
千
円
増
の
7
4
6
4

10

万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。後
期
高
齢
者
医
療
は
、1

2
1
9
万
3
千
円
減
の
3
億
1
5
2
1
万
円
、介

護
保
険
は
2
6
9
3
万
3
千
円
減
の　

億
1
8
0

26

1
万
3
千
円
、農
業
集
落
排
水
事
業
は
、　

万
2
千

15

円
増
の
5
9
1
5
万
2
千
円
、下
水
道
事
業
は
、　10

万
8
千
円
増
の
3
億
5
8
5
4
万
8
千
円
、簡
易

水
道
事
業
は　

万
3
千
円
減
の
1
億
1
0
5
万
7

45

平
成

年
度
予
算
は

28

8
会
計
を
補
正

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、収
益
的
収
入
を
1

3
6
万
9
千
円
増
の
5
億
6
7
6
1
万
円
、収
益

的
支
出
を　

万
6
千
円
増
の
5
億
2
5
6
3
万
4

59

千
円
と
し
ま
し
た
。ま
た
、資
本
的
収
入
を
1
8
7

万
1
千
円
増
の
4
6
7
2
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
中
小
企
業
振
興
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、中
小
企
業
に

お
け
る
事
業
の
持
続
的
発
展
、地
域
経
済
の
活
性

化
及
び
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、「
市

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

・
個
人
情
報
保
護
法
及
び
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、「
市
個
人
情

報
保
護
条
例
」及
び「
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
」を
一
部
改
正

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
・
廃
止

し
ま
し
た
。

・
選
挙
運
動
に
伴
う
自
動
車
の
使
用
、ビ
ラ
の
作

成
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に
関
す
る
公
費
負
担
に

お
け
る
限
度
額
単
価
を
引
き
上
げ
る
た
め
、「
市
の

議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま

し
た
。

・
分
限
処
分（
降
任
・
免
職
・
休
職
）の
要
件
を
よ
り
明

ら
か
に
し
、適
切
な
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
市
職
員
の
分
限
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す

る
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
導
入
、育
児
に
係

る
子
の
範
囲
の
拡
大
、介
護
休
暇
の
分
割
取
得
、介

護
時
間
の
新
設
な
ど
に
伴
い
、「
市
職
員
の
勤
務
時

間
、休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
」、「
市
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
」、「
市
技
能
労
務
職

員
給
与
条
例
」、「
市
水
道
事
業
企
業
職
員
給
与
条

例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
農
業
委
員
会
委
員
の
報
酬
額
を
引
き
上
げ
る
た

め
、「
市
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
施
設
の
長
及
び
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
賃
金

額
を
設
定
す
る
た
め
、「
市
嘱
託
職
員
及
び
臨
時
的

任
用
職
員
の
任
用
、給
与
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
地
方
税
法
、地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
市
税
条
例
」を
一
部
改
正

し
ま
し
た
。

・
医
療
機
関
な
ど
が
発
行
す
る
診
療
報
酬
明
細
書

に
係
る
一
部
負
担
金
な
ど
の
助
成
の
廃
止
な
ど
に

伴
い
、「
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
」、

「
市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
条
例
」、「
市
妊
産

婦
医
療
費
助
成
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確

保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
地

域
密
着
型
通
所
介
護
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

「
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
」を
一

部
改
正
し
ま
し
た
。

・
荒
川
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、1
ク
ラ

ブ
を
2
ク
ラ
ブ
に
分
割
す
る
た
め
、「
市
放
課
後
児
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童
健
全
育
成
事
業
実
施
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま

し
た
。

・
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
の
中
に
義
務

教
育
学
校
の
教
諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
を
加

え
る
た
め
、「
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」を

一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
市
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、指
定
管
理
以
外

で
も
管
理
、運
営
が
可
能
と
す
る
た
め
、「
市
民
ふ

れ
あ
い
農
園
設
置
、管
理
及
び
使
用
料
条
例
」、「
市

山
あ
げ
会
館
設
置
、管
理
及
び
使
用
料
条
例
」、「
市

龍
門
ふ
る
さ
と
民
芸
館
設
置
、管
理
及
び
使
用
料

条
例
」、「
市
立
図
書
館
設
置
及
び
管
理
条
例
」、「
市

大
金
駅
前
観
光
交
流
施
設
設
置
、管
理
及
び
使
用

料
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
市
ふ
れ
あ
い
交
流
体
験
館
施
設
を
廃
止
し
、普

通
財
産
と
す
る
た
め
、「
市
ふ
れ
あ
い
交
流
体
験
館

設
置
、管
理
及
び
使
用
料
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま

し
た
。

・
工
場
立
地
法
の
改
正
に
伴
い
、「
市
工
場
立
地
法

準
則
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
市
公
民
館
の
休
日
を
見
直
す
た
め
、「
市
公
民
館

設
置
、管
理
及
び
使
用
料
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま

し
た
。

・
自
家
用
有
償
バ
ス
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
目
的

に
創
設
し
た
当
該
基
金
に
つ
い
て
、平
成　

年
度

28

を
も
っ
て
事
業
充
当
を
完
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

「
市
自
家
用
有
償
バ
ス
事
業
基
金
設
置
及
び
管
理

条
例
」を
廃
止
し
ま
し
た
。

・
市
農
業
者
健
康
増
進
施
設
を
廃
止
し
、普
通
財

産
と
す
る
た
め
、「
市
農
業
者
健
康
増
進
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
」を
廃
止
し
ま
し
た
。

・
議
員
発
議
に
よ
り
、市
議
会
の
議
員

の
定
数
を　

人
か
ら　

人
に
す
る
た
め
、

18

17

「
市
議
会
議
員
定
数
条
例
」を
一
部
改
正

し
ま
し
た
。

・
議
員
発
議
に
よ
り
、総
務
企
画
常
任

委
員
会
の
定
数
を
6
人
か
ら
5
人
に
す

る
た
め
、「
市
議
会
委
員
会
設
置
及
び
運

営
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
市
監
査
委
員
の
岡
敏
夫
氏
が
平
成　
29

年
3
月　

日
で
辞
任
す
る
こ
と
に
伴
い
、

31

新
た
に
、瀧
田
晴
夫
氏
を
任
命
し
ま
し
た
。

・
人
権
擁
護
委
員
の
小
鍋
法
仁
氏
と
滝

原
一
夫
氏
が
平
成　

年
6
月　

日
に
任

29

30

期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、引
き
続

き
滝
原
氏
と
、新
た
に
鈴
木
善
雄
氏
を

候
補
者
と
し
て
推
薦
し
ま
し
た
。

各
委
員
の
人
事

・
国
の
広
域
行
政
圏
計
画
策
定
要
綱
が

平
成　

年
度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
こ

20

と
に
伴
い
、南
那
須
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
一
部

を
廃
止
す
る
た
め
規
約
を
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て
関
係
市
町
と
協
議
す
る
こ

と
を
可
決
し
ま
し
た
。

・
平
成　

年
3
月
に
閉
校
と
な
っ
た
旧

28

江
川
小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
処
分
す
る

こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

議
決
事
項

第
1
回
教
育
委
員
会（
1
月　

日
晶
）

20

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
を
承
認

第
2
回
教
育
委
員
会（
2
月　

日
昌
）

15

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
平
成　

年
度
市
教
育
費
予
算
の
補
正
を
決
定

28

○
平
成　

年
度
市
教
育
費
予
算
を
決
定

29

○
市
公
民
館
設
置
、管
理
及
び
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
を
決
定

○
市
農
業
者
健
康
増
進
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
の
制
定
に
伴
う
市
運
動
施
設
設
置
、管
理
及
び
使

用
料
条
例
の
一
部
改
正
を
決
定

第
3
回
教
育
委
員
会（
3
月
3
日
晶
）

○
平
成　

年
度
小
・
中
学
校
職
員
定
期
異
動
方
針
を
決
定

29

第
4
回
教
育
委
員
会（
3
月　

日
晶
）

24

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
を
承
認

○
平
成　

年
度
小
・
中
学
校
職
員
定
期
異
動
を
承
認

29

○
平
成　

年
度
市
教
育
委
員
会
関
係
職
員
の
人
事
異
動
内
示

29

を
承
認

○
市
生
涯
学
習
指
導
員
の
任
命
を
承
認

○
市
烏
山
地
区
公
民
館
管
理
人
の
委
嘱
を
承
認

○
市
公
民
館
に
勤
務
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間

に
関
す
る
規
程
の
制
定
を
決
定

○
市
青
少
年
野
外
活
動
広
場
管
理
規
則
の
一
部
改
正
を
決
定

○
市
立
図
書
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正

を
決
定

▼
そ
の
他
の
出
席

・
1
月
8
日 　
：
成
人
式

（日）

・
1
月　

日 　
：
市
駅
伝
競
走
大
会

15

（日）

・
2
月　

日 　
：
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
閉
校
式

11

（土・祝）

・
3
月
9
日 　
：
市
内
中
学
校
卒
業
式

（木）

・
3
月　

日 　
：
市
内
小
学
校
卒
業
式

17

（金）

・
3
月　

日 　
：
退
職
者
辞
令
交
付
式

31

（金）

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

年
度『
第
4
四
半
期
』1
月
～
3
月

28

　市議会議員18
人で構成する議
会改革調査特別
委員会による、
「議会報告会」が
　月25日松、那3
須烏山消防署で
開かれ、地域住民41人が参加しました。
　同委員会は市民にとって、より身近で開かれた議
会のあり方について調査・研究するため、昨年　月に6
設置したもの。これまで議会ICT化、議員定数、議会
基本条例などについて検討してきており、同報告会
は、議会基本条例検討の一環として試行的に開催し
たものです。
　当日は、　月の定例会で審議された平成29年度当3
初予算の概要や各常任委員会の意見報告などがされ
たあと、議員と地域住民との間で活発な意見交換が
行われました。

3月定例会の審議内容を報告
議会報告会を初開催

初開催となった議会報告会初開催となった議会報告会。。
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4
月
1
日
付
け
で
、市
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

主
な
変
更
点
は
、総
務
課
人
事
行
政
グ
ル
ー
プ（
以
下「
G
」と
表
記
）を「
人
事
G
」と「
行
政
G
」に
、こ
ど
も
課
こ
そ
だ
て
支
援
G
を「
こ

そ
だ
て
支
援
G
」と「
母
子
保
健
G
」に
、生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
G
を「
生
涯
学
習
G
」と「
公
民
館
G
」に
分
割
し
、　

G
と
し
ま
し
た
。

43

ま
た
、総
合
政
策
課
秘
書
政
策
G
の
業
務
に「
庁
舎
整
備
計
画
担
当
」、ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
G
に「
道
の
駅
整
備
計
画
担
当
」、文

化
振
興
課
内
に「
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　

◎
印
＝
昇
任
、（　

）内
＝
異
動
前
の
職
、（
再
）＝
再
任
用
、課
内
の
並
び
は
順
不
同
。グ
ル
ー
プ
名
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
職
員
の

人
事
異
動

■
総
合
政
策
課

◎
参
事
兼
課
長　

両
方
裕（
文
化
振
興
課
長
）

◎
主
幹
兼
総
括　

齋
藤
浩
文（
課
長
補
佐
）

○
課
長
補
佐　

髙
野
成
彰（
文
化
振
興
課
課
長
補
佐
）

◎
係
長　

櫻
井
修（
生
涯
学
習
課
主
査
）

◎
主
任　

小
堀
佑
真（
学
校
教
育
課
主
事
）

◎
主
任　

佐
藤
知
歩（
主
事
）

○
専
門
員（
再
）　

坂
本
正
一（
新
再
任
用
）

■
ま
ち
づ
く
り
課

◎
主
幹
兼
総
括　

星
貴
浩（
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
主
幹
兼
総
括　

小
原
沢
一
幸（
こ
ど
も
課
課
長
補

佐
兼
総
括
）

◎
係
長　

川
島
広
明（
主
査
）

■
総
務
課

○
課
長　

福
田
守（
福
祉
事
務
所
長
兼
健
康
福
祉
課
長
）

◎
主
幹
兼
総
括　

大
谷
光
幸（
課
長
補
佐
兼
総
括
）

○
課
長
補
佐　

黒
尾
明
美（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
主
幹
兼
総
括　

菊
地
唯
一（
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
課
長
補
佐
兼
総
括　

大
森
隆
一（
総
合
政
策
課
係
長
）

○
主
査　

矢
口
妙
恵（
健
康
福
祉
課
係
長
）

○
専
門
員（
再
）　

清
水
敏
夫（
新
再
任
用
）

◎
主
任　

水
井
健
太（
税
務
課
主
事
）

○
主
事　

田
嶋
広
貴（
税
務
課
主
事
）

■
こ
ど
も
課

◎
課
長
兼
こ
ど
も
館
長　

神
野
久
志（
学
校
教
育
課

主
幹
兼
総
括
）

◎
課
長
補
佐
兼
総
括　

久
保
居
文
子（
係
長
）

◎
保
健
師
主
幹
兼
総
括　

野
崎
真
理
子（
保
健
師
副

主
幹
兼
総
括
）

◎
主
幹
兼
総
括　

小
口
正
一（
総
務
課
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
課
長
補
佐　

草
分
知
賀
子（
こ
ど
も
課
係
長
）

○
主
査　

櫻
井
崇（
総
務
課
主
査
）

◆
こ
ど
も
館

○
専
門
員（
再
）　

羽
石
徳
雄（
新
再
任
用
）

○
専
門
員（
再
）　

佐
藤
久
子（
新
再
任
用
）

◆
七
合
保
育
園

◎
保
育
士
主
幹
兼
園
長　

鈴
木
恵
美
子（
保
育
士
副

主
幹
兼
副
園
長
）

◎
保
育
士
副
主
幹
兼
副
園
長　

大
谷
雅
代（
に
こ
に

こ
保
育
園
保
育
士
係
長
）

○
保
育
士
主
任　

神
永
加
奈
子（
す
く
す
く
保
育
園

保
育
士
主
任
）

■
商
工
観
光
課

○
課
長
補
佐
兼
総
括　

関
雅
人（
総
合
政
策
課
課
長
補
佐
）

○
主
査　

大
坪
美
香（
議
会
事
務
局
主
査
）

◎
主
査　

平
野
祐
太
郎（
主
任
）

■
環
境
課

◎
課
長
補
佐
兼
総
括　

吉
葉
克
則（
係
長
）

○
係
長　

篠
﨑
孝
光（
都
市
建
設
課
係
長
）

○
専
門
員（
再
）　

佐
藤
新
一（
生
涯
学
習
課
専
門
員
）

■
都
市
建
設
課

◎
課
長
補
佐
兼
総
括　

永
島
一
広（
農
政
課
係
長
）

◎
課
長
補
佐　

川
俣
由
利
子（
係
長
）

◎
主
幹
兼
総
括　

菊
池
章
夫（
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
課
長
補
佐
兼
総
括　

荒
井
隆
郎（
係
長
）

◎
主
任　

小
口
大
輔（
栃
木
県
県
土
整
備
部
烏
山
土

木
事
務
所-
付
主
事
）

○
専
門
員（
再
）　

雫
友
二（
環
境
課
専
門
員
）

○
専
門
員（
再
）　

小
口
久
男（
新
再
任
用
）

■
上
下
水
道
課

◎
課
長　

佐
藤
光
明（
都
市
建
設
課
主
幹
兼
総
括
）

◎
課
長
補
佐　

尾
崎
さ
ゆ
り（
係
長
）

◎
主
幹
兼
総
括　

相
ケ
瀬
一
彦（
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
課
長
補
佐　

江
守
浩
史（
係
長
）

◎
学
芸
員
主
査　

鈴
木
芳
英（
学
芸
員
主
任
）

◎
主
任　

谷
口
寛
明（
栃
木
県
総
合
政
策
部
地
域
振

興
課-

ま
ち
づ
く
り
課
付
主
事
）

■
市
教
育
委
員
会
職
員

○
烏
山
小
学
校
主
任
事
務
員　

吉
澤
里
美（
江
川
小

学
校
主
任
事
務
員
）

○
烏
山
中
学
校
主
任
事
務
員　

阿
久
津
光
一（
烏
山

小
学
校
主
任
事
務
員
）

○
南
那
須
中
学
校
主
任
事
務
員　

大
野
久
雄（
烏
山

中
学
校
主
任
事
務
員
）

■
派
遣
職
員

○
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合-

総
務
課
付
主
幹

澤
村
誠
一（
農
政
課
主
幹
兼
総
括
）

○
栃
木
県
総
合
政
策
部
市
町
村
課-

総
務
課
付
主
事　

星
貴
裕（
健
康
福
祉
課
主
事
）

◎
栃
木
県
総
合
政
策
部
地
域
振
興
課-

ま
ち
づ
く
り
課
付

主
任　

伊
藤
大
道（
ま
ち
づ
く
り
課
主
事
）

○
栃
木
県
県
土
整
備
部
烏
山
土
木
事
務
所-

都
市
建
設
課

付
主
任　

木
嶋
健
太（
都
市
建
設
課
主
任
）

○
栃
木
県
矢
板
県
税
事
務
所-

税
務
課
付
主
事　

瀧
澤

理
恵（
税
務
課
主
事
）

○
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合-

市
民
課
付
主
任

岡
真
史（
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合-

市
民
課
付
主
任
）

■
新
採
用
職
員

○
総
合
政
策
課
主
事　

石
井
勇
多

○
総
合
政
策
課
主
事　

玉
造
結
衣

○
総
合
政
策
課
主
事　

岡
山
千
夏

○
ま
ち
づ
く
り
課
主
事　

川
原
慧
子

○
税
務
課
主
事　

佐
藤
陽
亮

○
市
民
課
主
事　

髙
田
千
紘

○
健
康
福
祉
課
主
事　

平
山
穂
那
美

○
こ
ど
も
課
す
く
す
く
保
育
園
保
育
士　

大
谷
恵
理
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■
税
務
課

◎
課
長　

水
上
和
明（
ま
ち
づ
く
り
課
主
幹
兼
総
括
）

◎
主
幹
兼
総
括　

皆
川
康
代（
農
政
課
課
長
補
佐
）

◎
主
幹
兼
総
括　

川
俣
謙
一（
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
課
長
補
佐
兼
総
括　

木
曽
賢
治（
農
政
課
係
長
）

○
係
長　

束
原
一
吉（
会
計
課
係
長
）

○
係
長　

田
澤
浩
美（
こ
ど
も
課
係
長
）

○
主
事　

塩
野
淳（
健
康
福
祉
課
主
事
）

■
市
民
課

◎
課
長
補
佐
兼
総
括　

大
森
真
喜
子（
係
長
）

◎
課
長
補
佐　

深
野
葉
子（
係
長
）

◎
主
幹
兼
総
括　

塩
野
育
雄（
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
係
長　

鈴
木
達
也（
税
務
課
主
査
）

○
主
査　

小
堀
久
美（
税
務
課
主
査
）

○
保
健
師　

原
田
美
香（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）

○
専
門
員（
再
）　

黒
﨑
秋
子（
専
門
員
）

◆
七
合
診
療
所

○
専
門
員（
再
）　

諸
澤
光
男（
新
再
任
用
）

■
健
康
福
祉
課

◎
福
祉
事
務
所
長
兼
課
長　

稲
葉
節
子（
保
健
師
主

幹
兼
総
括
）

◎
主
幹
兼
総
括　

髙
濱
裕
子（
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
課
長
補
佐　

塩
野
目
敬
章（
係
長
）

◎
保
健
師
主
幹
兼
総
括　

星
由
美
子（
保
健
師
副
主

幹
兼
総
括
）

◎
保
健
師
副
主
幹　

海
老
原
朋
子（
保
健
師
係
長
）

○
保
健
師
副
主
幹
兼
総
括　

大
橋
弘
代（
保
健
師
副
主
幹
）

◎
保
健
師
副
主
幹　

仲
山
直
美（
保
健
師
係
長
）

◎
係
長　

藤
田
善
永（
主
査
）

○
主
査　

鈴
木
明
美（
市
民
課
主
査
）

◎
社
会
福
祉
士
主
査　

堀
江
崇（
社
会
福
祉
士
主
任
）

◎
主
査　

齊
藤
奈
緒（
主
任
）

◎
管
理
栄
養
士
主
査　

髙
野
麻
美（
管
理
栄
養
士
主
任
）

○
保
育
士
主
任　

阿
部
孔
子（
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
主
任
）

◎
保
育
士
主
任　

佐
藤
優
紀（
保
育
士
）

○
業
務
員（
再
）　

雫
洋
子（
新
再
任
用
）

◆
す
く
す
く
保
育
園

◎
保
育
士
副
主
幹
兼
副
園
長　

榎
由
美
子（
保
育
士

係
長
兼
副
園
長
）

○
保
育
士
主
査　

髙
津
戸
正
子（
に
こ
に
こ
保
育
園

保
育
士
主
査
）

◆
に
こ
に
こ
保
育
園

◎
保
育
士
主
幹
兼
園
長　

勝
冶
範
子（
保
育
士
副
主

幹
兼
園
長
）

◎
保
育
士
副
主
幹
兼
副
園
長　

大
森
弥
生（
保
育
士

係
長
兼
副
園
長
）

○
保
育
士　

小
口
し
お
り（
す
く
す
く
保
育
園
保
育
士
）

○
保
育
士
専
門
員（
再
）　

渡
辺
喜
代
子（
新
再
任
用
）

◆
つ
く
し
幼
稚
園

○
嘱
託
園
長　

川
原
良
明

◎
教
諭
副
主
幹
兼
副
園
長　

黒
崎
明
子（
教
諭
係
長
兼
副
園
長
）

○
教
諭
主
査　

村
上
ま
さ
み（
七
合
保
育
園
保
育
士
主
査
）

■
農
政
課

◎
課
長　

菊
池
義
夫（
主
幹
兼
総
括
）

◎
主
幹
兼
総
括　

深
澤
宏
志（
税
務
課
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
課
長
補
佐　

吉
葉
由
喜
子（
係
長
）

◎
主
幹
兼
総
括　

大
貫
信
行（
こ
ど
も
課
こ
ど
も
館

課
長
補
佐
兼
館
長
）

◎
課
長
補
佐　

五
味
渕
徹（
係
長
）

◎
主
幹
兼
総
括　

髙
田
勝（
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
係
長　

佐
藤
美
奈
子（
市
民
課
主
査
）

○
主
任　

宇
井
章
記（
上
下
水
道
課
主
任
）

○
主
任　

髙
橋
昌
弘（
栃
木
県
農
政
部
農
村
振
興
課-

付
主
任
）

○
主
事　

堀
江
陸
央（
総
合
政
策
課
主
事
）

○
主
事　

大
橋
伴
美（
都
市
建
設
課
主
事
）

○
専
門
員（
再
）　

奥
澤
隆
夫（
新
再
任
用
）

■
会
計
課

◎
会
計
管
理
者
兼
課
長　

滝
田
勝
幸（
主
幹
兼
総
括
）

◎
課
長
補
佐
兼
総
括　

草
分
信
也（
学
校
教
育
課
係
長
）

○
係
長　

薄
井
美
香（
こ
ど
も
課
こ
ど
も
館
係
長
）

■
議
会
事
務
局

◎
参
事
兼
事
務
局
長　

水
沼
透（
事
務
局
長
）

○
局
長
補
佐
兼
総
括　

菊
地
静
夫（
税
務
課
課
長
補

佐
兼
総
括
）

◎
主
任　

市
村
好
絵（
生
涯
学
習
課
主
事
）

■
学
校
教
育
課

○
主
幹
兼
総
括　

大
谷
啓
夫（
総
合
政
策
課
主
幹
兼
総
括
）

◎
主
幹
兼
総
括
兼
管
理
主
事
兼
指
導
主
事　

大
金
仁

（
課
長
補
佐
兼
指
導
主
事
）

○
課
長
補
佐
兼
指
導
主
事　

関
奈
都
子（
荒
川
小
学

校
教
諭
）

○
主
査　

村
上
和
史（
総
合
政
策
課
主
査
）

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

◎
主
幹
兼
所
長　

安
藤
準
一（
課
長
補
佐
兼
所
長
）

◆
境
小
学
校

○
業
務
員（
再
）　

笹
崎
洋
子（
業
務
員
）

◆
烏
山
中
学
校

◎
司
書
主
幹　

和
久
貴
子（
司
書
副
主
幹
）

■
生
涯
学
習
課

○
課
長
補
佐
兼
総
括　

山
村
信（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
課
長
補
佐
兼
総
括　

相
ケ
瀬
仁
志（
係
長
）

○
主
幹　

木
島
好
一（
都
市
建
設
課
主
幹
兼
総
括
）

○
主
事　

山
本
結
莉
花（
商
工
観
光
課
主
事
）

○
専
門
員（
再
）　

齋
藤
進（
新
再
任
用
）

■
文
化
振
興
課

○
課
長　

糸
井
美
智
子（
農
政
課
長
）

◎
主
幹
兼
総
括　

大
鐘
智
夫（
議
会
事
務
局
局
長
補
佐
兼
総
括
）

◎
主
幹　

小
峯
洋
一（
課
長
補
佐
）

○
こ
ど
も
課
に
こ
に
こ
保
育
園
保
育
士　

小
堀
有
希

○
農
政
課
主
事　

清
水
晴
希

○
都
市
建
設
課
技
師　

平
塚
良
一
郎

○
学
校
教
育
課
臨
床
心
理
士　

小
林
香
文

○
生
涯
学
習
課
主
事　

小
松
聡

○
生
涯
学
習
課
主
事　

鈴
木
由
乃

■
退
職
職
員

○
参
事
兼
総
合
政
策
課
長　

坂
本
正
一

○
参
事
兼
総
務
課
長　

清
水
敏
夫

○
参
事
兼
税
務
課
長　

小
口
久
男

○
総
務
課
付
課
長（
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

派
遣
）　

川
俣
秀
夫

○
こ
ど
も
課
長　

齋
藤
進

○
上
下
水
道
課
長　

奥
澤
隆
夫

○
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

羽
石
徳
雄

○
こ
ど
も
課
七
合
保
育
園
主
幹
兼
園
長　

渡
辺
喜
代
子

○
こ
ど
も
課
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
主
幹
兼
園
長　

羽
石
典
子

○
環
境
課
主
幹
兼
総
括　

清
水
康
雄

○
こ
ど
も
課
こ
ど
も
館
課
長
補
佐　

佐
藤
久
子

○
市
民
課
七
合
診
療
所
係
長　

諸
澤
光
男

○
こ
ど
も
課
七
合
保
育
園
主
任
調
理
員　

雫
洋
子

○
農
政
課
課
長
補
佐　

五
月
女
英
子

○
市
民
課
主
幹
兼
総
括　

鈴
木
孝
子

○
文
化
振
興
課
主
幹
兼
総
括　

木
下
実

○
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
総
括　

鈴
木
貢
則

○
市
民
課
課
長
補
佐　

髙
橋
範
子

○
学
校
教
育
課
主
幹
兼
総
括
兼
管
理
主
事
兼
指
導
主
事

内
藤
雅
伸（
栃
木
県
職
員
に
復
職
）

○
南
那
須
中
学
校
主
任
事
務
員　

苅
部
裕
之

○
総
合
政
策
課
専
門
員（
再
）　

福
田
光
宏

○
農
政
課
専
門
員（
再
）　

高
田
喜
一
郎

○
栃
木
県
総
合
政
策
部
市
町
村
課
主
事
併
農
政
課
主
任

早
乙
女
尚
之（
交
流
終
了
）
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那
須
烏
山
市
と
鹿
沼
市
の
連
携
に
よ
り
国
か
ら
採
択
さ
れ
た「
下
野
の
国
二

大
祭
り
×
2
市
＝
ま
ち
の
賑
わ
い
∞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
す
る
地
域
文
化

活
用
促
進
協
議
会
と
両
市
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

那
須
烏
山
と
鹿
沼
の
祭
り

県
内
外
に
魅
力
を
発
信
！

　

J
R
烏
山
線
沿
線
の
本
市
と
高
根
沢
町
、栃
木
銀
行
、J
R
東
日
本
で
構
成
さ
れ
る

「
J
R
烏
山
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。同
協
議

会
は
、地
方
創
生
の
た
め
の「
J
R
烏
山
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
～
七
福
神
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」を
具
体
的
に
進
め
る
組
織
と
し
て
今
年
1
月
に
設
立
。「
烏
山
高
校

や
高
根
沢
高
校
、民
間
企
業
と
連
携
し
、地
域
資
源
を
生
か
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の

実
施
」、「
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
向
け
た
新
商
品
の
開
発
」、「
J
R
烏
山
線
の

利
用
向
上
の
た
め
地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」な
ど
を
事

業
と
し
て
取
り
組
み
、平
成　

年
ま
で
に
両
市
町
で
約　

万
人
の
観
光
客
増
な
ど
を

30

23

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
」の
一
環
と
し
て
、3
月
9
日
昭
、

広
域
連
携
に
よ
る
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
に
向
け
た
調
査
報
告
会
と
基

調
講
演
会
が
高
根
沢
町
元
気
あ
っ
ぷ
む

ら
で
開
か
れ
、地
域
住
民
な
ど　

人
が

81

参
加
し
ま
し
た
。

　

調
査
報
告
で
は
、大
日
本
印
刷
㈱
の

平
川
孝
さ
ん
に
よ
り
、ウ
ェ
ブ
調
査
や
両

市
町
来
訪
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、国
の
地

域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム（
R
E
S
A
S
）か

ら
分
析
し
た
両
市
町
の
地
域
資
源
や
課

題
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、基

調
講
演
で
は
、東
京
農
業
大
学
名
誉
教

授
の
小
泉
武
夫
さ
ん
に
よ
る「
食
と
健

康
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
が
行
わ
れ
、小
泉
さ
ん
が
専

門
と
す
る
醸
造
学
や
発
酵
学
の
視
点
か

ら
食
と
健
康
で
ま
ち
お
こ
し
を
行
う
自

治
体
の
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
を
も
と
に
3
月　

日
晶
に

17

行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、　29

人
が
参
加
し
、「
食
と
健
康
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
両
市
町
の
食
材
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、新
た
な
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
間
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
地
域
商
品
づ
く
り
×
仕
組
み
づ
く
り

地域資源について話し合う地域おこし協力隊と生徒地域資源について話し合う地域おこし協力隊と生徒。。

新たな商品を提案する参加者新たな商品を提案する参加者。。

地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た

ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
目
指
す

J
R
烏
山
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

七
福
神
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

地
域
資
源
を
発
掘
！
　
「
高
等
学
校
×
企
業
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
地
域
資
源
創
出
事
業
」

高
校
生
と
企
業
が
コ
ラ
ボ

両
市
町
の
地
域
資
源
素
材
を
調
査

と
し
て
、両
市
町
の
地
域

資
源
を
訪
ね
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
た
め
、

2
月　

日
晶
、烏
山
高
校

17

と
高
根
沢
高
校
の
生
徒
が

両
市
町
の
観
光
振
興
策
の

内
容
と
課
題
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域

資
源
素
材
調
査
が
烏
山
高
校
で
行
わ
れ
、

両
校
の
生
徒
7
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、本
市
の
職
員
か
ら
観
光
振

興
策
と
課
題
が
話
さ
れ
た
ほ
か
、本
市

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
生
徒
で「
ど

ん
な
ま
ち
に
し
た
い
か
」を
テ
ー
マ
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

◇

　

3
月　

日
松

に
は
、同
事
業
の
一
環

18

と
し
て
、J
R
上
野
駅
で
行
わ
れ
た「
栃

木
産
直
市
」に
合
わ
せ
、J
R
烏
山
線
を

走
る
ア
キ
ュ
ム
の
車
両
展
示
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、両
市
町
の
職
員
の
ほ
か

両
校
の
生
徒
4
人
が
上
野
駅
を
訪
れ
、

駅
利
用
客
や
鉄
道
フ
ァ
ン
に
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
る
な
ど
ま
ち
の
魅
力
を

発
信
し
ま
し
た
。ア
キ
ュ
ム
車
内
に
は
、

キ
ハ　

形
の
引
退
イ
ベ
ン
ト
時
に
車
両

40

に
付
け
ら
れ
た
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
な
ど
が

展
示
さ
れ
、約
2
0
0
0
人
の
鉄
道

フ
ァ
ン
や
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

アキュム展示が行われた上野駅アキュム展示が行われた上野駅。。
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本
市
を
活
性
化
す
る
た
め
に
県
内
5

大
学
や
烏
山
高
等
学
校
な
ど
で
構
成
さ

れ
活
動
す
る
那
須
烏
山
市
ま
ち
づ
く
り

研
究
会（
福
島
二
朗
委
員
長
）で
は
、2
月

　

日
掌
、那
須
烏
山
商
工
会
館
で「
活
動

26報
告
会
」を
開
催
し
、地
域
住
民
な
ど
約

1
4
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、同
研
究
会
の
ほ
か
、市
内
で

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
N
P
O
な

ど
の
市
民
団
体
が
1
年
間
の
活
動
を
紹

介
し
、情
報
交
換
を
す
る
場
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、同
研
究
会
に
所
属
す
る
足

利
工
業
大
学
、宇
都
宮
共
和
大
学
、白
鴎

大
学
、文
星
芸
術
大
学
、帝
京
大
学
、烏

山
高
等
学
校
や
、N
P
O
法
人
野
う
さ

ぎ
く
ら
ぶ
、ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
、街
に

賑
わ
い
を
興
す
会
に
よ
り
今
年
度
の
活

動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
た
ち

は
市
民
カ
フ
ェ　

番
館
か
ら
提
供
さ
れ

35

た
コ
ー
ヒ
ー
の
味
を
堪
能
し
つ
つ
、発

表
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

那
須
烏
山
市
ま
ち
づ
く
り
研
究

会（
福
島
二
郎
委
員
長
）の
足
利
工
業

大
生
や
烏
山
高
生
な
ど
が
2
0
1

4
年
よ
り
制
作
に
取
り
組
ん
で
き

た「
現
代
版
烏
山
線
鉄
道
唱
歌
」が

完
成
し
、2
月　

日
掌

に
那
須
烏

26

山
商
工
会
館
で
行
わ
れ
た「
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
活
動
報
告
会
」で

烏
山
高
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
に

よ
っ
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
唱
歌
は
、昭
和
5
年
頃
に
制

作
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る「 
烏  
寶 
線

う 
ほ
う

鉄
道
唱
歌
」を
入
手
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
制
作
に
着
手
。当
時

の
歌
詞
の
解
明
や
、　

編
全
文
の

20

書
き
起
こ
し
、歌
詞
に
登
場
す
る

建
物
跡
、風
景
な
ど
の
調
査
を
行

い
、4
回
も
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
重
ね
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

現
代
版
で
は「
山
あ
げ
」、「
ア

キ
ュ
ム
」、「
ク
ジ
ラ
の
化
石
」と

い
っ
た
単
語
も
登
場
し
、現
代
の

市
内
の
魅
力
が
溢
れ
る
鉄
道
唱
歌

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全　

編
を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ

17

た
あ
と
、部
長
の
関
朋
哉
さ
ん
は

「
こ
の
鉄
道
唱
歌
で
も
っ
と
那
須

烏
山
市
が
有
名
に
な
れ
ば
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
活
動
報
告
会

各
団
体
が
1
年
間
の
活
動
成
果
を
発
表

「
現
代
版
烏
山
線
鉄
道
唱
歌
」が
完
成
！

烏
山
高
生
が
報
告
会
で
お
披
露
目

右
：
現
代
版
烏
山
線
鉄
道
唱
歌
を
披
露
す
る

烏
山
高
校
の
生
徒
た
ち
／
下
：
様
々
な
活
動

の
報
告
が
行
わ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

下
野
国
二
大
祭
り

Y
O
K
O
H
A
M
A

in

　

多
く
の
観
光
客
が
集
う
人
気
ス

ポ
ッ
ト
で
両
行
事
を
披
露
す
る
こ
と

で
両
市
の
知
名
度
を
高
め
、首
都
圏

か
ら
の
新
た
な
誘
客
や
交
流
人
口
の

拡
大
を
目
指
そ
う
と
、3
月　

日
松
・

11

　
掌
、横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で「
下
野

12国
二
大
祭
り　

Y
O
K
O
H
A
M

in

A
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
登
録
後
に
県
外
で
実
施

す
る
P
R
イ
ベ
ン
ト
は
こ
れ
が
初
め

て
。「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」は
、高
さ

約
2
メ
ー
ト
ル
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
の

は
り
か
山
、舞
台
を
設
置
し
、歌
舞
伎

演
題「
戻
橋
」を
演
じ
ま
し
た
。一
方
、

「
鹿
沼
今
宮
神
社
祭
の
屋
台
行
事
」は
、

お 
囃  
子 
団
体
4
団
体
に
よ
る
お
囃
子

は
や 
し

の
競
演「
ぶ
っ
つ
け
」を
披
露
し
、大

勢
の
観
光
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

両
市
の
物
産
販
売
で
は
、地
酒
や

そ
ば
な
ど
特
産
品
の
売
り
切
れ
が
相

次
ぎ
好
評
を
博
し
ま
し
た
。ま
た
、本

市
に
事
業
所
を
置
く
リ
ン
レ
イ
テ
ー

プ
㈱
か
ら
本
市
の
P
R
を
目
的
に
同

企
業
で
製
造
す
る
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ

が
寄
贈
さ
れ
、イ
ベ
ン
ト
当
日
に
物
産

を
購
入
し
た
観
光
客
に
向
け
て
ノ
ベ

ル
テ
ィ
と
し
て
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
で

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
タ

　

那
須
烏
山
市
と
鹿
沼
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト「
シ
ョ
ー
ト

フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
タ
」が
3
月
5
日

掌
、宇
都
宮
市
の
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ

ア
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、山
あ
げ
祭
を
視
察
す

る
鹿
沼
市
職
員
の
奮
闘
ぶ
り
を
描
い

た
短
編
映
画「
R
e
」が
上
映
さ
れ
た

ほ
か
、会
場
内
に
は
、両
市
の
特
産
物

を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
が
出
店
し
、魅

力
を
発
信
し
ま
し
た
。

上：横浜赤レンガ倉庫で「戻橋」を披露。
下：フェスタで上映された短編映画「Re」。
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ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン（
髙
橋
誠
一

代
表
）と
帰
農
志
塾（
戸
松
正
代
表
）

に
よ
る「
帰
農
志
塾
で
親
子
d
e

味
噌
作
り
＆
う
ど
ん
打
ち
体
験
」

が
2
月　

日
掌
、中
山
の
同
塾
を

26

会
場
に
開
か
れ
、親
子
連
れ
約　
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、同
塾
塾
長
の
戸
松
正

行
さ
ん
を
講
師
に
味
噌
作
り
、さ

ら
に
小
砂
綿
部
農
園
の
綿
部
隆
太

さ
ん
を
講
師
に
う
ど
ん
打
ち
の
体

験
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
奮
闘

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
体
験
が
終
わ
る
と
、自
分
た

ち
が
打
っ
た
う
ど
ん
、有
機
栽
培

の
野
菜
や
味
噌
を
使
っ
た
味
噌
煮

込
み
う
ど
ん
を
堪
能
し
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
と
帰
農
志
塾

味
噌
作
り
＆
う
ど
ん
打
ち
体
験
を
開
催

　

市
で
は
、充
実
し
た
公
共
交
通
整
備
に
向
け
、

4
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、デ
マ
ン
ド
交
通
の

休
日
運
行
や
デ
マ
ン
ド
交
通
以
外
の
方
法
の
可

能
性
を
視
野
に
入
れ
た
実
証
実
験
と
し
て
、祝

日
を
除
い
た
土
曜
日
の
新
た
な
公
共
交
通「
サ

タ
デ
マ
ン
ド
」の
運
行
を
行
い
ま
す
。

　

実
証
実
験
の
運
行
区
域
は
、現
在
デ
マ
ン
ド

交
通
を
運
行
し
て
い
る
烏
山
A
、B
地
区
と
南

那
須
地
区
の
全
地
域
で
、デ
マ
ン
ド
交
通
利
用

登
録
者
が
対
象
。こ
れ
ま
で
の
デ
マ
ン
ド
交
通

と
の
違
い
は
、乗
り
合
い
で
は
な
い
こ
と
で
す
。

事
業
者
は
、デ
マ
ン
ド
交
通
を
運
行
す
る
市
内
3

つ
の
タ
ク
シ
ー
業
者
で
、各
業
者
1
日　

台（
1
時

10

間
に
2
台
）ま
で
運
行
し
ま
す
。

　

今
後
、市
で
は
、実
証
実
験
を
踏
ま
え
て
検
証

を
行
い
、6
月
頃
ま
で
に
市
内
の
公
共
交
通
の

あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
市
地
域
公
共
交
通
会

議
で
、デ
マ
ン
ド
交
通
の
休
日
運
行
や
代
替
交

通
機
関
の
方
向
性
を
出
す
予
定
で
す
。

サ
タ
デ
マ
ン
ド
試
行
的
に
土
曜
日
運
行

は
じ
め
ま
し
た
。

味噌作りを見学する子どもたち味噌作りを見学する子どもたち。。

き
ず
な　

サ
ロ
ン 
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
挑
戦

de

　

地
域
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
や
子

ど
も
の
見
守
り
な
ど
を
行
う
㈱
ス

キ
ッ
ト
き
ず
な
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
武
井
令
子
代
表
）が
、2
月　
26

日
掌

と
3
月
4
日
松
、市
民
の
交

流
の
場
と
し
て「
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
教
室
」を
J
R
烏
山
駅
前
の「
ぷ

ら
っ
と
」で
開
き
、地
域
住
民　

人
35

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、高
さ
約　

㎝
、幅　

㎝

50

30

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ル
ー
ン
づ
く
り

に
挑
戦
。複
雑
な
作
業
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
、全
員
が
満
足
の

い
く
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、同
セ
ン
タ
ー
で

は
、平
成　

年　

月
か
ら
、市
内

27

12

外
の
人
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

な
っ
て
市
を
中
心
と
し
た
様
々

な
地
域
情
報
を
発
信
す
る「
来

て
み
っ
け
！
な
す
か
ら
」の
サ

イ
ト
を
運
営
す
る
な
ど
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

バルーンアートに挑戦する参加者バルーンアートに挑戦する参加者。。

まちづくり

チャレンジプロジェクトを

活用した地域おこし多彩に。

◎
デ
マ
ン
ド
交
通
・
サ
タ
デ
マ
ン
ド
利
用
方
法

○
利
用
希
望
者
は
、ま
ず
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

　
「
デ
マ
ン
ド
交
通
利
用
登
録
申
込
書
」に
必
要
事
項

を
記
載
の
う
え
、市
役
所（
烏
山
庁
舎（
ま
ち
づ
く
り

課
）・
南
那
須
庁
舎（
市
民
課
）・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
健
康
福
祉
課
））・
大
金
タ
ク
シ
ー
・
烏
山
観
光
タ
ク

シ
ー
・
烏
山
合
同
タ
ク
シ
ー
・
き
ず
な
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
及
び
F
A
X
の
場
合
は
、「
き
ず
な
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」に
直
接
、提
出
す
る
。

※
ご
案
内
の
ち
ら
し
及
び
利
用
登
録
申
込
書
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、申
込

書
の
提
出
先
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

○
登
録
が
済
ん
だ
ら
希
望
す
る
便
の
予
約
を
し
ま

し
ょ
う
。

△

平
日
予
約
方
法

・
乗
車
希
望
の
2
週
間
前
か
ら
当
日
利
用
す
る
便
の

　

分
前
ま
で
予
約
可
能
。

30・
朝
一
の
運
行
と
な
る
1
便
は
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

△

サ
タ
デ
マ
ン
ド
予
約
方
法（
土
曜
日
の
み
の
運
行
）

・
前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約
す
る
。

予
約
先
：
き
ず
な
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
金
井
2－

2－
　

）
11

　
　
　
　

電
話
0
2
8
7－

　

－
8
2
5
2

82

　
　
　
　

F
A
X
0
2
8
7－

　

－
8
2
6
2

82

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
き
、平
日
午
前

8
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
予
約
可
能
。

○
土
曜
日（
サ
タ
デ
マ
ン
ド
）と
平
日
は
料
金
が
異
な

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
平
日　

片
道
3
0
0
円

（
障
が
い
者
・
小
学
生
1
5
0
円
、未
就
学
児
無
料
）

・
土
曜
日（
サ
タ
デ
マ
ン
ド
）

　

1
台
5
0
0
円

※
乗
り
継
ぎ
時
毎
に
料
金
が

発
生
し
ま
す
。

■
問
合　

ま
ち
づ
く
り
課

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
5
1

83
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タスキを贈呈した篠﨑会長（左）。

　

市
と
那
須
烏
山
交
通
安
全
協
会

（
篠
﨑
昌
久
会
長
）は
、子
ど
も
た
ち
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、市
教
育

委
員
会
に
反
射
タ
ス
キ
2
3
5
本
を

交
通
安
全
協
会
・
烏
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

子
ど
も
た
ち
の
安
心
と
安
全
を
守
る
グ
ッ
ズ
を
寄
贈

募
金
を
手
渡
す
児
童
た
ち（
中
央
）。

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

3
月　

日
昌
に
南
那
須
庁
舎
を
訪
れ

15

た
篠
﨑
会
長
は
、「
反
射
タ
ス
キ
は
車
の
ド

ラ
イ
バ
ー
への
効
果
が
高
い
。子
ど
も
た
ち

の
安
心
・
安
全
に
寄
与
で
き
れ
ば
」と
、田

代
和
義
教
育
長
に
タ
ス
キ
を
贈
呈
し
ま

し
た
。こ
の
タ
ス
キ
は
、学
校
を
通
じ
て
新

中
学
1
年
生
全
員
に
配
付
さ
れ
ま
す
。

　

3
月　

日
昇

に
は
、烏
山
ロ
ー
タ

14

リ
ー
ク
ラ
ブ（
渡
辺
大
明
会
長
）が
、新
1

年
生
2
0
3
人
分
の
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、同
ク
ラ
ブ
が　

年
前
か

38

ら
毎
年
行
っ
て
い
る
地
域
社
会
奉
仕
活

動
の
一
つ
で
、贈
呈
し
た
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
は
、今
回
で
計
1
万
2
3
4
9
人

分
。同
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
子
ど
も

た
ち
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ランドセルカバーを手渡す
同クラブのメンバー。

　

3
月　

日
昌
、荒
川
小
学
校
4
年
の
児
童

22

ら
が
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
市
の

地
方
創
生
を
支
援
し
よ
う
と
行
っ
た
募
金
活

動
で
集
め
た
8
万
8
8
6
9
円
と
陳
情
書
を

持
っ
て
市
役
所
烏
山
庁
舎
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、同
校
の
4
年
生
の
児
童
約　
30

人
が
、昨
年
9
月
か
ら「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」を
活
用
し
、市
の
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
問
題
な
ど
に
危
機
感
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
が「
自
分
た
ち
の
ま
ち
に
な
に
か
で
き
な
い

か
」と
話
し
合
い
を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

保
護
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
も
行
っ
た
結

果
、「
市
内
に
公
園
が
少
な
い
」と
いっ
た
意
見

を
ま
と
め
、1
月
か
ら
公
園
へ
の
遊
具
設
置
の

た
め
の
募
金
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。活
動

で
は
、児
童
が
手
作
り
し
た
観
光
ガ
イ
ド
や

ポ
ス
タ
ー
を
手
に
、市
内
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
客
な
ど

に
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

訪
問
当
日
は
、吉
成
健
校
長
、4

年
生
学
年
主
任
永
山
隆
博
教
諭
、

4
年
の
石
川
陽
菜
さ
ん
と
小
松
鈴

奈
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、募
金

と
手
書
き
の
陳
情
書
を
大
谷
範
雄

市
長
と
田
代
和
義
教
育
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　

小
松
さ
ん
は
、「
募
金
を
集
め
る

の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、大
き
な

声
で
呼
び
か
け
た
り
ポ
ス
タ
ー
を

描
い
た
り
し
て
目
を
引
く
こ
と
が

で
き
た
。み
ん
な
が
楽
し
く
遊
べ

る
公
園
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

公園に遊具を！

荒川小　年生の児童が4
市に寄附金を贈呈

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
チ
ー
ム
龍
J

I
N
」（
小
堀
恵
美
子
代
表
）の
メ
ン
バ
ー

8
人
が
、3
月　

日　
、宮
城
県
石
巻
市

20

（月・祝）

牡
鹿
半
島
の
鮎
川
浜
熊
野
復
興
住
宅
と

鮎
川
浜
黒
崎
の
民
宿
を
訪
れ
、東
京
都

世
田
谷
区
の
N
P
O
法
人「
さ
く
ら
並

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」か
ら
提
供
さ
れ
た

桜
の
苗
木　

本
を
植
え
ま
し
た
。

15

　

桜
の
植
樹
は
4
年
目
。毎
年
同
メ
ン

バ
ー
が
訪
れ
て
い
る
牡
鹿
地
区
か
ら

「
復
興
住
宅
が
完
成
し
た
際
に
は
必
ず

植
樹
に
来
て
欲
し
い
」と
要
望
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、今
年
も
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
6

か
所
に
約　

本
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。

70

　

当
日
は
、高
さ
約
2
m
の「
し
だ
れ

桜
」や「
ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ
」を
住
宅

の
側
面
な
ど
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
富
岡
町
で
被
災
し
な
が
ら

チ
ー
ム
龍
J
I
N
の
活
動
に
参
加
し
て

い
る
郡
山
市
の
齋
藤
秀
雄
さ
ん
は「
帰

還
困
難
区
域
指
定
の
富
岡
町
の
復
興
は

と
て
も
困
難
だ
が
、牡
鹿
地
区
の
皆
様

の
希
望
の
桜
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
植

樹
し
た
。一
緒
に
花
見
が
で
き
れ
ば
嬉

し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
石
巻
の
復
興
住
宅
に
桜
植
樹

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
チ
ー
ム
龍
J
I
N
」

熊野復興住宅の皆さんと桜を植樹した同メンバーら熊野復興住宅の皆さんと桜を植樹した同メンバーら。。
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横
枕
青
年
団（
生
魚
貴
宏
団
長
）が
、全

国
地
域
青
年
実
践
大
賞（
日
本
青
年
団
協

議
会
主
催
）で
、全
国
で
2
位
と
な
る
準

実
践
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
青
年
団
は
、子
ど
も
た
ち
に
こ
の

地
域
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
地
域
お
こ
し
を
し

よ
う
と
平
成　

年
に
発
足
。以
降
、「
ど

22

ろ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」や「
ほ
た
る
祭
り
」、

「
花
火
大
会
」な
ど
年
間
を
と
お
し
て

様
々
な
催
し
を
開
い
て
い
ま
す
。中
に

は
、ク
チ
コ
ミ
で
広
が
り
、県
外
か
ら
の

参
加
者
も
い
る
ほ
ど
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
。

　

審
査
員
か
ら
は
、「
那
須
烏
山
市
の
中

全
国
地
域
青
年
実
践
大
賞

横
枕
青
年
団
が
準
実
践
大
賞
を
受
賞

で
も
小
さ
な
地
域
に
も
関
わ
ら
ず
、青

年
団
員
だ
け
で
な
く
、地
域
住
民
が
一

体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
素

晴
ら
し
い
」と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
魚
団
長
は
、「
ま
ち
が
少
し
で
も
元

気
に
な
れ
ば
良
い
と
思
う
。今
年
か
ら
、

烏
山
高
校
の
生
徒
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
て
く
れ
る
の
で
、活
動
を
と
お

し
、若
い
世
代
の
人
材
育
成
が
で
き
れ

ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、団
員

の
掛
札
研
輔
さ
ん
は
、「
カ
タ
チ
に
な
っ

て
表
彰
さ
れ
た
こ
と
は
嬉
し
い
。今
後

も
頑
張
り
た
い
」と
喜
び
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

同
青
年
団
で
は
、4
月　

日
掌

に
横

30

枕
公
民
館
付
近
の
水
田
で「
第
5
回
ど

ろ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

準
実
践
大
賞
を
受
賞
し
た
青
年
団
の
皆
さ
ん
。

　

県
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
お
笑
い
ラ
イ

ブ「
ト
ゥ
ー
！
ピ
ー
！
ヨ
ッ
シ
ャ
！
L
I
V
E

（
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・エ
ー
ジ
ェン
シ
ー
主
催
）」

の
ラ
ス
ト
公
演
が
3
月　

日
昌
に
烏
山
公
民

29

館
で
行
わ
れ
、地
域
住
民
約
1
0
0
人
が
お

笑
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。本
市
で
は
横
枕
青
年

団
の
協
力
に
よ
り
、3
回
目
の
開
催
と
な
る
ラ

イ
ブ
に
は
、栃
木
県
住
み
ま
す
芸
人
の「
上
原

チ
ョ
ー
」を
は
じ
め
、「
G
O
！
皆
川
」、「
ヨ
ッ

シ
ャ
比
留
間
」と
いっ
た
芸
人
の
ほ
か
、群
馬
県

や
茨
城
県
の
住
み
ま
す
芸
人
が
参
戦
し
、会

場
を
笑
い
の
渦
へ
と
引
き
込
み
ま
し
た
。

ト
ゥ
ー
！
ピ
ー
！
ヨ
ッ
シ
ャ
！
お
笑
い
ラ
イ
ブ

那
須
烏
山
市
で
ラ
ス
ト
公
演
迎
え
る

ラ
ス
ト
公
演
と
な
っ
た
ラ
イ
ブ
。

第72回

　烏山城主 堀  親  昌 は、 寛  永 17年（1640）に 追  手 
ほり ちか まさ かん えい おう て

 門 と神長門を創建し、 万  治 　年（1659）には三
もん まん じ

2
の丸を造営するなど、城内の整備を進めま
した。神長門は、城の 搦 

からめ

 手  口 を守る重要な城
て ぐち

門として、現在の市役所烏山庁舎南側付近
に建てられました。
　この城門は、高さ約450cm、正面幅約
720cm、 高  麗  門 と呼ばれる形式の門です。堀

こう らい もん

家創建時の門ではなく、江戸時代末期頃に
建て替えられたと推測されますが、烏山城
で唯一残る建造物として大変貴重です。現
在は野上地区の民家に移築され、国道294号
沿いに雄大な姿を見ることができます。

市指定有形文化財（建造物）

 神  長  門 （ 烏  山  城  裏  門 ）
か なが もん からす やま じょう うら もん

　

3
月　

日
掌
に
東
京
都
で
開
か
れ

12

た「
平
成　

年
度
全
国
消
防
団
員
意

28

見
発
表
会
」に
、市
消
防
団
第
2
分
団

第
1
部
の
齋
藤
晋
太
郎
さ
ん
が
出
場

し
、優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、消
防
団
員
数
の

減
少
や
高
年
齢
化
な
ど
の
全
国
的
な

課
題
に
対
し
、特
色
あ
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
若
手
・
中
堅
団
員
や
女

性
団
員
が
活
動
意
欲
を
喚
起
す
る
意

見
を
発
表
す
る
も
の
。毎
年
、各
市
町

村
か
ら
輪
番
制
で
出
場
す
る
た
め
、

一
度
回
っ
て
く
る
と
次
の
出
場
は
約

　

年
後
と
な
る
貴
重
な
発
表
会
で
す
。

70
　

当
日
は
、全
国
か
ら
選
出
さ
れ
た

　

年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス

70全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会
に
齋
藤
さ
ん

意
見
発
表
会
に
出
場
し
優
良
賞
を
受
賞
し
た

齋
藤
さ
ん（
左
）。
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　月からJFAアカデミー4
福島へ入校した藤田さん。

各
地
で
活
躍
す
る
若
手
・
中
堅
消
防 

団
員　

人
が
出
場
。齋
藤
さ
ん
は
、

11

「
地
域
防
災
と
私
」を
テ
ー
マ
に
、中

学
生
の
時
に
自
宅
が
火
事
に
な
っ
た

こ
と
や
、自
ら
が
消
防
団
に
入
団
し

て
か
ら
の
意
識
の
変
化
、「
地
域
防

災
」の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、「
意
見
発
表
会
に
出

場
す
る
に
あ
た
り
、地
元
の
消
防
団

や
事
務
局
の
方
々
な
ど
い
ろ
ん
な
人

に
支
え
ら
れ
、改
め
て
絆
の
強
さ
を

実
感
し
た
。こ
れ
か
ら
も
消
防
団
活

動
、ま
た
、普
段
の
仕
事
に
身
を
引
き

締
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

志
鳥
の
赤
野
百
合
恵
さ
ん
が
、国
際

協
力
機
構（
J
I
C
A
）の
青
年
海
外
協

力
隊
の
一
員
と
し
て
、4
月
か
ら
2
年

間
、手
工
芸
の
技
術
を
伝
え
に
ボ
リ
ビ

ア
・
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
県
テ
ィ
キ
パ
ヤ
市

へ
出
発
し
ま
す
。

　

赤
野
さ
ん
が
協
力
隊
と
し
て
活
動
に

青
年
海
外
協
力
隊
の
赤
野
さ
ん

手
工
芸
の
技
術
を
ボ
リ
ビ
ア
へ

参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、大
学
時

代
に
訪
れ
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
主
共
和

国
で
の
貧
困
問
題
な
ど
に
衝
撃
を
受
け
、

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
芽
生
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。

　

現
地
で
は
、日
本
人
女
性
の
施
設
長

が
運
営
す
る
障
害
者
自
立
支
援
施
設
で
、

自
立
支
援
を
目
的
に
施
設
利
用
者
に
対

し
て
、家
庭
で
制
作
で
き
る
新
し
い
商

品
ア
イ
デ
ア
の
提
供
や
、手
芸
、陶
芸
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
い
っ
た
手
芸
品
制
作

の
技
術
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

　

3
月　

日
昇
、出
発
を
前
に
大
谷
範

21

雄
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
赤
野
さ
ん
は
、

「
現
地
の
人
と
交
流
を
深
め
、自
分
に
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。派
遣
を
と

お
し
て
様
々
な
こ
と
を
学
び
将
来
に
つ

な
げ
ら
れ
れ
ば
」と
目
標
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
赤
野
さ
ん（
右
）。

　

3
月
に
七
合
小
学
校
を
卒
業
し
た
滝

田
の
藤
田
颯
斗
さ
ん
が
、中
高
生
を
対

象
に
エ
リ
ー
ト
選
手
育
成
を
手
掛
け
る

公
益
社
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

「
J
F
A
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
」に
合
格
し
、

4
月
か
ら
入
校
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
男
子
の
受
験
者
数
は
2
4
9

人
で
合
格
者
は
わ
ず
か　

人
と
倍
率
は

16

驚
異
の　

倍
。藤
田
さ
ん
は
、日
本
サ
ッ

15

カ
ー
協
会
が
昨
年
実
施
し
た
ト
レ
セ
ン

対
抗
戦「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
県
選
抜
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
た
こ
と

で
、2
次
選
考
か
ら
の
参
加
と
な
り
、基

礎
体
力
テ
ス
ト
や
実
戦
形
式
の
試
験
で

実
力
を
発
揮
し
、見
事
合
格
と
な
り
ま

し
た
。栃
木
県
か
ら
は
、今
回
2
人
が
合

格
。本
県
出
身
選
手
と
し
て
は
男
女
通

算
で　

人
と
な
り
ま
し
た
。

10

　

同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、多
く
の
プ
ロ
選

手
を
輩
出
し
て
き
た
J
F
A
直
営
の
育

成
機
関
。6
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
に
は
、サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
、英
語

や
マ
ナ
ー
と
い
っ
た
教
養
を
身
に
付
け

た
り
、相
撲
部
屋
で
の
稽
古
に
参
加
し

た
り
す
る
な
ど
様
々
な
体
験
も
行
わ
れ

ま
す
。

　

現
在
は
、東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

福
島
県
内
か
ら
静
岡
県
御
殿
場
市
に
一

時
拠
点
を
移
し
て
い
る
た
め
、4
月
か

ら
は
、御
殿
場
市
の
富
士
岡
中
に
進
学

し
、全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ラ
イ
バ

ル
た
ち
と
と
も
に
寮
生
活
を
送
り
ま
す
。

　

県
内
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
も

ぞ
う
S
C
の
主
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
藤
田
さ
ん
。プ
ロ
選
手
に

な
る
夢
を
叶
え
る
た
め
に
も
、入
校
後

は「
D
F（
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
）と
し
て
の

技
術
を
磨
き
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
定
着
さ

せ
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
藤
田
さ
ん
を
支
え
続
け
る
母

の
友
美
さ
ん
は
、「
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
大
き
な
夢
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

目
指
す
は
夢
の
J
リ
ー
ガ
ー
選
手

春からＪＦＡアカデミー福島へ

滝田  藤田颯斗さん

15倍の難関突破
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思
い
出
の
校
舎
や
園
舎
に
お
別
れ

　

3
月
1
日
昌
の
烏
山
高
校
の
卒
業
式
を

皮
切
り
に
、9
日
昭
に
中
学
校
、　

日
晶
に

17

は
小
学
校
で
卒
業
式
が
開
か
れ
た
ほ
か
、

幼
稚
園
・
保
育
園
で
も
卒
園
式
が
相
次
い
で

開
か
れ
、た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
校
舎

や
園
舎
に
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

　

2
つ
の
中
学
校
で
は
2
4
3
人
、5
つ
の

小
学
校
で
は
2
1
7
人
が
卒
業
。幼
稚
園
・

保
育
園
か
ら
も
大
勢
の
園
児
が
卒
園
し
、

4
月
か
ら
は
新
一
年
生
と
し
て
真
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
元
気
に
登
校
し
だ

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、卒
業
・
卒
園
式
の
様
子
を
写

真
で
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

▲七合保育園
。

▲つくし幼稚園。

▲南那須中学校。

卒業・卒園おめでとう

ᶅ̝ ᶄ̝ ᶃ̝ 

ᶆ̝ ᶇ̝ 

ᶈ̝ ᶉ̝ 

①烏山聖マリア幼稚園　②烏山中学校　③七合小学校　④烏山みどり
幼稚園　⑤境小学校　⑥江川小学校　⑦ゆうゆうランド那須烏山園。

合格を喜びあう受験生や保護者合格を喜びあう受験生や保護者。。

　県内公立高校の合格発表が一斉に行われた　月103
日晶。烏山高校でも午前10時、合格発表が行われ、179
人に吉報が届きました。合格者番号が張り出された
校舎には、大勢の受験生や保護者などが合格を喜び
あう姿が見られました。

烏山高校で合格発表

179人に吉報届く



17広報なすからすやま ２０１7.4

　平成29年　月、なすからすやま健康プラン第　期計画3 2
～みんなで延ばすべ！ 健  幸 寿命～を策定しました。それ

けん こう

に伴い、保健師や管理栄養士が 健  幸 情報を　年間通して
けん こう

1
発信し、皆さんの健康活動を応援します。
　計画策定時、市の運動・身体活動面において『運動を習
慣づけて実施する人が少ない』という課題が出ました。運
動を習慣化している人の割合は、20歳代男性は24.4％、
女性は7.9％、30歳代男性は15.3％、女性は4.0％でした。
60歳代男性は22.4％、女性26.4％に比較すると、若い年
齢層が運動に取り組めていない状況がわかります。
　若い年齢層は育児や就労等があり、とにかく忙し
い！！そして、運動は必要だとわかっていても、ついつい
“やれない理由”を考えてしまいがち。そのため、特に時間
がない若い年齢層の方には『隙間時間に身体をなんぼで
も（いくらでも）動かすこと』をお薦めします。体を動かすこ
とは、筋肉の維持・向上に役立つほか、ストレス発散や美
容効果を得ることに繋がります。
　春は、別れと出会いの季節。脂肪と別れを告げ、美しさ
を手に入れましょう。健康という素敵な宝物に出会える
かもしれません。颯爽と歩くその背中は“背中美人”なら
ぬ“なすから美人”！！

けんこうコラム①  なんぼでも★Let’s   健  活 
けん かつ

動作はゆっくりと

1

腕の角度は90度が理想

2

呼吸は止めずに

3

スマイル★

4

　これから毎月、消費生活に関する「ほっと」な話題をお
届けします。掲載される情報を役立てて「ほっと」安心し
た豊かな生活を送れる、賢い消費者を目指しましょう。
今月は、消費生活センターについてご案内します。

◇
Q1．消費生活センターってどんなところ？
A1．衣食住など消費生活全般に関する商品・サービス

への苦情や相談について、問題解決のお手伝いをし
ています。各種パンフレットや資料の提供、講座の
開催などの啓発活動も行っています。

Q2．消費生活センターに相談するとどんなことをして
くれるの？

A2．専門の相談員が、公平な立場で苦情や相談を主に
電話で受けています。事業者と商品やサービスに関
わるトラブルが生じた場合は、問題解決に向けての
情報の提供や助言を行います。自主交渉では解決が
困難な時などには、消費生活センターが業者との
あっせんを行います。

Q3．相談に費用はかかりますか？
A3．行政サービスなので無料です。
Q4．本人でなくても相談できますか？

A4．トラブルが起きたときの状況や、どうしたいのか
の意向を確認するためにも、本人が直接相談するこ
とが原則です。認知症や病気などで本人が相談する
ことが困難な場合は、家族や周囲の方はできるだけ
詳しく状況を把握してから相談してください。

Q5．相談の秘密は守られますか？
A5．外部に漏れることはありません。ご安心ください。

また、本人の承諾を得ずに事業者に連絡することも
ありません。

Q6．消費生活相談の情報はどのように生かされますか？
A6．同種事例の問題解決の参考となったり、悪質な事

例等を公表することにより被害の未然防止や拡大
防止に役立ちます。同様の事例が頻発して法規制や
制度の問題が明らかになれば、事業者や関係省庁に
情報提供や要望等を行うこともあります。

消費者コラム①  消費者ほっと樺らいふナビ

那須烏山市消費生活センター（烏山庁舎1階、商工観光課内）
【専用電話番号】0287−83−1014
【受付時間】平日9：00～12：00、13：00～16：30
※土・日曜日及び祝日は「消費者ホットライン緯188
（局番なし）」へご相談ください。

～おすすめ！タオル　本なんぼでも運動～1
　背中、肩甲骨の周りには『褐色脂肪細胞』が多くあり、
ここを鍛えることで代謝がアップし痩せ体質をつくるこ
とができます。
　今回はこの褐色脂肪細胞を刺激する背中、肩甲骨を意
識した体操をご紹介しますので、隙間時間にぜひ取り組
んでみてください。
【やり方】
①左右の手でタオルの端を持つ。
②そのままタオルを頭の上まで持ち上げ、息を吐きなが
ら肘を引いて体の後ろに下ろす。
③息を吸いながら再びタオルを持ち上げる。
④10回繰り返す。

～健康増進グループ保健師より～



まちのわだい

ちちちまちまままま わわわだだいいいいいのののの
◇「広報なすからすやま」では、みなさんからの楽しい話題
を募集しています。地域の行事や変わった出来事などをお
知らせください。可能な限り取材に伺います。

総合政策課広報統計グループ　☎０２８７-８３-１１１２
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南
那
須
観
光
い
ち
ご
園
や
パ
ン
職

人
い
っ
ぴ
な
ど
が
組
織
す
る
実
行
委

員
会（
小
濱
克
己
実
行
委
員
長
）に
よ
る

「
い
ち
ご
・
パ
ン
ま
つ
り
」が
3
月　
11

日
松
、ふ
じ
た
体
験
む
ら
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

毎
年
県
内
外
か
ら
家
族
連
れ
な
ど

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
人
気
の
こ

の
イ
ベ
ン
ト
。今
年
も
、完
熟
し
た
い

ち
ご
の
香
り
が
漂
う
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
で
は
、「
と
ち
お
と
め
」や「
と
ち
ひ

め
」の
い
ち
ご
狩
り
が
行
わ
れ
、摘
み

た
て
の
い
ち
ご
を
お
い
し
そ
う
に
頬

ふ
じ
た
体
験
む
ら　

い
ち
ご
・
パ
ン
ま
つ
り

完
熟
い
ち
ご
と
焼
き
た
て
パ
ン
が
大
人
気

張
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
で
は
、パ
ン
職
人
いっ
ぴ

の
焼
き
た
て
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
、藤
田

自
慢
会
に
よ
る
手
打
ち
そ
ば
、農
産

物
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
、完
売
が

続
出
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、い
ち
ご
狩
り
を
し
た

人
や
買
い
物
を
し
た
人
を
対
象
に
、

い
ち
ご
一
箱
や
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
な

ど
豪
華
賞
品
が
当
た
る「
お
楽
し
み

抽
選
会
」も
行
わ
れ
、盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

販
売
の
ほ
か
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展

示
、ヨ
ガ
体
験
な
ど
様
々
な
店
が
並
び

ま
し
た
。食
事
用
の
食
器
な
ど
は
、リ

ユ
ー
ス
食
器
を
使
用
。エ
コ
も
意
識
し

た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
山
実
行
委
員
長
は
、「
目
の
前
に

あ
る
も
の
を
た
だ
消
費
す
る
だ
け
で

な
く
、作
り
手
に
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
た

も
の
を
知
っ
て
ほ
し
い
。選
択
の
一
つ
と

し
て
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。こ
れ

か
ら
も
消
費
に
対
し
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

烏
山
マ
ル
シ
ェ 
那
須
烏
山
で
の
暮
ら
し
を
も
っ
と
楽
し
く
。

　

手
作
り
や
無
農
薬
野
菜
と
い
っ
た

こ
だ
わ
り
が
あ
る
も
の
を
出
展
者
が

提
案
し
、消
費
者
が
質
の
良
い
も
の

を
選
ん
で
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、烏
山
マ
ル
シ
ェ
実

行
委
員
会（
村
山
佳
奈
子
実
行
委
員
長
）

に
よ
る「
烏
山
マ
ル
シ
ェ
」が
3
月　
19

日
掌
、山
あ
げ
会
館
西
側
広
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
2
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
マ
ル
シ
ェ
に
は
、市
内
外
か
ら　
19

の
店
舗
が
出
店
。素
材
を
重
視
し
た

食
べ
物
や
お
菓
子
、無
農
薬
野
菜
の

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
マ
ル
シ
ェ
。

完売続出のいっぴのパン完売続出のいっぴのパン。。

いちご狩りを楽しむ子どもたち。



まちのわだいままままちちちちのののののののわわだいいいいまちのわだいまちのわだい

ま いの

19広報なすからすやま ２０１7.4

外
か
ら
地
酒
フ
ァ
ン
な
ど
約
1
7

0
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
。他
で
は
な
か
な
か
見
る
こ

東
力
士
酒
蔵
ま
つ
り

1
7
0
0
人
が
地
酒
と
グ
ル
メ
満
喫

　

1
6
8
年
前
の
嘉
永
2
年
に
創
業

の
地
元
酒
造
で
あ
る
㈱
島
崎
酒
造
に

よ
る「
東
力
士
酒
蔵
ま
つ
り
」が
、3

月　

日
松
、　

日
掌

に
開
か
れ
、市
内

18

19

と
の
で
き
な
い「
雫
取
り
」の
実
演

や
、ま
つ
り
限
定
酒
の
販
売
や
酒

の
試
飲
、酒
の
き
き
当
て
コ
ー

ナ
ー
な
ど
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、酒
蔵
見
学
の
ほ
か
に
、第

二
次
世
界
大
戦
末
期
に
戦
車
を
製

造
す
る
た
め
に
建
造
さ
れ
た
地
下

工
場
跡
を
利
用
し
た「
ど
う
く
つ

酒
蔵
」も
開
放
さ
れ
、大
勢
の
人
が

足
を
運
び
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、昨
年
の
ま
つ
り
で

も
好
評
だ
っ
た「
酒
蔵
レ
ス
ト
ラ

ン
」も
2
日
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
。

蔵
元
の
接
待
用
の
酒
蔵
V
I
P

ル
ー
ム
で
、各
日　

人
限
定
で
酒
と

24

あ
わ
せ
た
創
作
料
理
が
提
供
さ
れ
、

フ
ァ
ン
の
舌
を
唸
ら
せ
ま
し
た
。

「雫取り」の実演「雫取り」の実演。。

会場は大勢の地酒ファンでいっぱいに会場は大勢の地酒ファンでいっぱいに。。

　

3
月
5
日
掌
、烏
山
体
育
館
で

「
南
那
須
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会（
南
那
須

地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
催
）」が
開
か

れ
、本
市
と
那
珂
川
町
の
各
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
う
ち
9
団
体
約　

人
90

が
参
加
し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
、交
流
を
目
的
に
初
め
て

の
開
催
と
な
っ
た
こ
の
大
会
。所

南
那
須
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
交
流
深
め
る

属
団
体
や
男
女
関
係
な
く
混
合

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、低
学
年
の
部

と
高
学
年
の
部
の
各
4
チ
ー
ム
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、優
勝
と
準
優
勝

の
チ
ー
ム
に
、お
菓
子
で
つ
く
っ

た
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
手
渡
さ
れ
、受

け
取
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

ドッジボールで交流を深める子どもたちドッジボールで交流を深める子どもたち。。

輪投げを楽しむ子どもたち輪投げを楽しむ子どもたち。。

大勢の人でにぎわう会場大勢の人でにぎわう会場。。

　

第　

回
梅
ま
つ
り
が
、3
月　

日

18

19

掌
、中
山
梅
園
と
中
山
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、大
勢
の
花
見
客

が
訪
れ
、春
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、生
産
農
家
や
J
A
な
す

南
、市
な
ど
で
組
織
す
る
実
行
委
員

会（
大
窪
金
夫
実
行
委
員
長
）が
、梅
の
生

産
復
興
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、同
梅
園
で
採
れ
た
梅
干

し
や
、中
山
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た「
か

ぼ
ち
ゃ
ま
ん
じ
ゅ
う
」な
ど
の
加
工

品
、寒
ざ
ら
し
そ
ば
を
使
用
し
た「
け

ん
ち
ん
そ
ば
」、直
売
所
に
よ
る
野
菜

春
の
訪
れ
を
感
じ
る

中
山
梅
園
で
恒
例
の
梅
ま
つ
り

の
販
売
が
行
わ
れ
、大
勢
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、輪
投
げ

や
抽
選
会
な
ど
様
々
な
催
し
で
花
見

客
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
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※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。
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〇
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
！
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
…
、4

月
っ
て
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク
し

て
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た

く
な
る
ん
で
す
よ
ね
～
。新
し
い

趣
味
と
し
て
ゴ
ル
フ
で
も
始
め
て
み
よ
う

か
と
考
え
て
い
ま
す
！（
ち
な
み
に
3
年
前
く

ら
い
か
ら
言
っ
て
い
る
の
で
今
年
こ
そ
…
笑
）

〇「
広
報
な
す
か
ら
す
や
ま
」も
今
月
号
か

ら
何
か
新
し
い
こ
と
を
…
と
思
い
、健
康

と
消
費
者
問
題
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
始
め

て
み
ま
し
た
！
毎
月
ち
ょ
っ
と
ず
つ
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
の
で
見
逃
さ
ず
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
ね
。役
立
つ
情
報
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
！

〇
さ
て
、こ
の
時
期
お
馴
染
み
の
人
事
異

動
で
す
が
、広
報
統
計
グ
ル
ー
プ
に
も
動

き
が
あ
り
ま
し
た
。2
年
間
を
と
も
に
し

た
R
く
ん
が
異
動
に
。ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し

い
で
す
が
、異
動
先
の
課
で
も
頑
張
っ
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
！
そ
し
て
、別
れ
も
あ

れ
ば
出
会
い
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、新

た
に
と
っ
て
も
と
っ
て
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

新
採
用
の
O
さ
ん
が
仲
間
入
り
で
す
！

一
緒
に
取
材
に
出
る
機
会
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す 

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

佐　

藤　
 
健 　
　
（ 
剛 
・
裕
子
）大　
　

里

た
け
る

金　

田　
 
陽 　
 
詩 （
太
志
・
律
子
）中
央
1
丁
目

ひ
な 

た

齋　

藤　
 
慶 　
　
（
祐
一
・真
里
江
）野　
　

上

け
い

小
田
倉　
 
永 　
 
純 （
涼
麻
・奈
津
美
）滝　
　

田

え
い 
じ
ゅ
ん

大　

森　
 
望 　
 
愛 （
伸
哉
・美
沙
希
）森　
　

田

の 

あ

坂　

主　
 
琉 　
 
羽 （
翔
平
・ 
梓 
）興　
　

野

る 

う

小　

池　
 
未 　
 
紗 （
貞
友
・美
由
紀
）八
ケ
代

み 

さ

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
た

お
め
で
た

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

・
岩
崎
泰
治
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）、
湯
沢
秀
一

様（
東
京
都
立
川
市
）か
ら
1
万
円
が
本
市
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

・
匿
名
希
望
者
様
7
人
か
ら
7
万
円
が
本

市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

■
交
通
安
全
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
附

・
那
須
南
農
業
協
同
組
合（
山
田
清
組
合
長
）か
ら
、

交
通
安
全
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
1
基
が
寄
附
さ

れ
、
宮
原
地
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■
雛
人
形
の
寄
附

・
鈴
木
清
様（
小
山
市
）か
ら
、
雛
人
形（
七
段
・
一

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
第　

回
市
民
ス
キ
ー
祭（
3
月　

日
松
、会
津
高

12

11

原
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
）

［
小
学
生
の
部
］▽
優
勝
：
安
田
知
暉　

▽
準

優
勝
：
大
町
虎
ノ
介　

▽
第
3
位
：
長
嶋
千
夏

［
女
子
の
部
］▽
優
勝
：
滝
口
真
由
美　

▽
準

優
勝
：
中
山
寿
子　

▽
第
3
位
：
深
見
沙
織

［
男
子
の
部
］▽
優
勝
：
磯
田
正　

▽
準
優

勝
：
杉
山
昌
弘　

▽
第
3
位
：
松
本
智
史

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

〇
第　

回
全
国
書
道
・
全
国
教
育
書
道
展

25

【
第
4
部
】▽
全
日
本
書
写
書
道
学
会
理
事
長

賞
：
大
鐘
莉
里
奈（
矢
板
東
高
2
年
・
半
紙
）

【
第
3
部
】▽
栃
木
県
教
育
委
員
会
教
育
長

賞
：
片
岡
悠
衣
菜（
南
那
須
中
3
年
・
硬
筆
）

※（　

）内
の
学
校
名
や
学
年
は
、受
賞
当
時
の
も
の
で
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

コ
ンン
ク
ー
ル
の
結
果

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

式
）が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
雛
人
形
は
、
烏
山

商
店
街
連
合
会
主
催
の「
雛
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
開
催
期
間
に
市
役
所
烏
山
庁
舎
ロ

ビ
ー
に
来
年
度
以
降
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　平成29年　月から平成30年　月までの「家庭ごみ収4 3
集カレンダー」と「広報カレンダー」を　月に行政区長な3
どを通して配布しました。
　自治会未加入などで配布されない世帯については、下
記窓口でお受け取りいただくことができます。
■家庭ごみ収集カレンダー
　烏山庁舎（環境課・市民課）、南
那須庁舎（市民課総合窓口）、保健
福祉センター（健康福祉課）
■広報カレンダー
　烏山庁舎（総合政策課・市民課）、
南那須庁舎（市民課総合窓口）、保
健福祉センター（健康福祉課）、南
那須図書館、烏山図書館

平成29年平成29年度度

家庭ごみ収集カレンダー家庭ごみ収集カレンダーとと
広報カレンダーを配布していま広報カレンダーを配布していますす
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（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

13,082 女
死亡
転出

13,384

人口 26,466（－23）

世帯数 9,405

30
62

9
60
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★一般図書★
『人生は曇りときどき晴れがちょう
どいい』　　　　　　　 斎藤　茂太
『スマホ片手にお遍路旅日記』諸原　潔
『お嬢様、「了解です」は上司にNGで
す。』　　　　　　　　　新井　直之
『介護する息子たち』　　　平山　亮
『一度見たら忘れない奇跡の建物』

MdN編集部
『女子のやせ定食』　　金丸　絵里加
『図解でよくわかるトマトつくり極意』

若梅　健司
『やさしい落語』　　　　柳家　花緑
『無意味な人生など、ひとつもない』五木　寛之
『13歳、「私」をなくした私』 山本　潤
『産まなくても、産めなくても』甘糟　りり子
『人間じゃない』　　　　綾辻　行人
『密室本能寺の変』　　風野　真知雄

『芝公園六角堂跡』　　　西村　賢太
『スウィングしなけりゃ意味がない』佐藤　亜紀

★児童図書★
『自信の育て方』　　　　　藤　美沖
『どこまでも生きぬいて』　水谷　修
『勉強が好きになる』　　入江　久絵
『いのちのひろがり』　　中村　桂子
『わたしのカブトムシ研究』小島　渉
『どうして野菜を食べなきゃいけな
いの？』　　　　　  せのお　しんや
『俳句でみがこう言葉の力』小山　正見
『サイアク！』　　　　　花田　鳩子
『こちらどらねこしんぶんしゃ』岡本　一郎
『こんなかおできる？』　礒　みゆき
『コウノトリのコウちゃん』かこ　さとし
『ペンギンかぞくのおひっこし』刀根　里衣
『ハッピーイースター』　　　　　ヨシエ
『はじめてのぎょうじ』　　　   無藤　隆

俳　

句

齋
藤　
　

穂　

選

芸
コ
ー
ナ
ー

芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ソ
ー
ラ
ー
に
蔽
は
れ
し
山
春
寒
し

杉
原
キ
ミ
ヨ（
志　

鳥
）

紅
梅
白
梅
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー

水
野　

信
一（
月　

次
）

だ
ん
だ
ん
と
豆
ま
き
の
こ
ゑ
高
く
な
り

塩
坂
美
枝
子（
南
大
和
久
）

春
を
待
つ
軒
下
に
猫
蹲
り

小
針　

久
子（
月　

次
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

ツ
ア
ー
客
停
車
の
た
び
に
だ
す
財
布

荻
野
目
香
津（
中　

央
）

雨
上
が
り
気
に
入
り
の
傘
置
き
忘
れ

早
津　

悦
子（
野　

上
）

お
迎
え
は
蛇
の
目
に
変
り
自
家
用
車

吉
澤　

恒
子（
落　

合
）

平
凡
に
見
え
て
も
あ
っ
た
浮
き
沈
み

小
川　

昌
子（
向　

田
）

短　

歌

福
澤　

悦
子　

選

糸
目
美
し
く
足
袋
の 
綻 
び
繕
い
し
母
想
い
つ
つ
靴
下

ほ
こ
ろ

を 
継 
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

水
上
キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

つ

那
珂
川
と
那
須
岳
望
む
直
線
に 
枝  
垂 
れ
桜
植
う
吾
は

し 

だ

見
ず
と
も　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

豊（
谷
浅
見
）

降
り
し
き
る
雪
は
現
世
を
覆
い
つ
つ
幽
玄
の
世
界
に

い
ざ
な
う
如
く　
　
　
　
　

石
川　

ミ
チ（
大　

桶
）

引
退
か　

気
動
車
キ
ハ　
　

哀
愁
の
発
車
の
汽
笛
は

40

も
う
聞
こ
え
な
い　
　
　
　

安
藤　

伯
麗（　

旭　

）

おかげ様で34年！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：GKくるま・自賠責・GKすまい・地震
◇生命保険：総合収入保障・三大疾病・女性疾病・介護
■問合　〒321－0526　那須烏山市田野倉383
　　　　　緯 0287－88－9870
　　　　FAX 0287－88－0234

足利銀行（南那須）さん後ろ　中学生対象の補習系学習塾

歩−Ayumi−塾
☆入塾金 0円！新1年生は初月の授業料 0円！
☆無料体験もあるので、まずはお電話を！

☆各学年には定員がございます。
「チラシを見た」とご連絡下さい

緯090－5423－4499（代表者：佐藤 諒）



シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！！！！
〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑬
〜

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑬
〜

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑬
〜

弓　

道　

部
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広報
2017.4

－
 N
o.139 －

な
す
か
ら
す
や
ま

編
集　

総
合
政
策
課　
         
〒
3
2
1－

0
6
9
2 
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号　

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

　

広
報「
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、烏
山
高
校
の
部
活
動
で
頑
張

る
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
！

　

9
人
の
部
員
で
活
動
す
る
弓
道
部
。高
校

に
入
学
し
て
か
ら
弓
道
を
始
め
た
と
い
う
メ

ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、外
部
コ
ー
チ

で
市
弓
道
部
の
相
田
日
出
男
さ
ん
に
指
導
を

受
け
な
が
ら
、「
弓
道
初
段
」の
取
得
を
目
標

に
一
人
ひ
と
り
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
大
会
で
は
、全
国
高
校
総
体（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）県
予
選
で
女
子
団
体
が
決
勝
に
進

み
、　

位
と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

11

　
「
的
に
た
だ
当
て
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

フ
ォ
ー
ム
が
大
切
」と
話
す
部
員
の
皆
さ
ん
。

4
月
に
行
わ
れ
る
県
総
体
兼
関
東
大
会
予
選

で
は
、個
人
・
団
体
と
も
に
決
勝
進
出
に
向
け

て
練
習
に
も
気
合
が
入
り
ま
す
。

3年（南1丁目）
部長　大森洸亮さん　

　全員が初心者ですが、
お互い切磋琢磨しながら、
金井キャンパスにある弓
道場で毎日元気に稽古を
積んでいます。
　気になる新入生は、ま
ずは見学へ！弓道場でお
待ちしています。

こ
ど
も
館
ハ
ッ
ピ
ー
感
謝
デ
ー

大
勢
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
う

　

3
月　

日
松
、こ
ど
も
館
で
来
館

18

者
へ
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
た「
ハ
ッ
ピ
ー
感
謝
デ
ー
」が
開
か

れ
、親
子
連
れ
約
1
0
0
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、1
歳
児
未
満
の
乳
児
を

対
象
と
し
た
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
、砂
を
使
っ
た

サ
ン
ド
ア
ー
ト
体
験
、こ
ど
も
常
磐

津
教
室
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
三
味

線
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。演
奏

会
で
は
、演
奏
の
ほ
か
に
、来
場
し
た

子
ど
も
た
ち
が
三
味
線
に
触
れ
る
時

間
も
設
け
ら
れ
、子
ど
も
た
ち
は
、初

め
て
触
る
楽
器
に
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。中
に
は
、楽
譜

を
読
み
演
奏
ま
で
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
子
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、2
年
前
か
ら
こ
ど
も

館
で
好
評
の
子
ど
も
服
や
ぬ
い
ぐ
る

み
な
ど
を
無
料
で
譲
り
合
う「
な
の

は
な
リ
サ
イ
ク
ル
」も
行
わ
れ
、大
勢

の
親
子
が
利
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後
は
、那

須
烏
山
市
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
が
手

作
り
し
た「
す
い
と
ん
汁
」が
無
料
で

配
布
さ
れ
、親
子
で
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
手
作
り
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

三味線の演奏に挑戦する子どもたち三味線の演奏に挑戦する子どもたち。。

親子でサンドアートを体験親子でサンドアートを体験。。


